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【概要版
がいようばん

を利
り

用
よう

するにあたって】 

○今
こん

回
かい

の障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

礎
そ

調
ちょう

査
さ

報
ほう

告
こく

書
しょ

では、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

所
しょ

持
じ

者
しゃ

を「身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

」、愛
あい

の手
て

帳
ちょう

所
しょ

持
じ

者
しゃ

を「知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

」、自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

医
い

療
りょう

制
せい

度
ど

（精神
せいしん

通院
つういん

）の利
り

用
よう

者
しゃ

を「精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

」、難
なん

病
びょう

医
い

療
りょう

費
ひ

助
じょ

成
せい

制
せい

度
ど

の申請者
しんせいしゃ

を「難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

」と区
く

分
ぶん

している。 

○図
ず

・表
ひょう

中
ちゅう

のｎ
えぬ

とは、基
き

数
すう

となる実数
じっすう

である。回答
かいとう

は、小
しょう

数
すう

点
てん

以
い

下
か

第
だい

２位
い

を四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

して

いるため、選
せん

択
たく

肢
し

の数
すう

値
ち

(％)の合計
ごうけい

が 100％にならない場
ば

合
あい

がある。 

○複数
ふくすう

回答
かいとう

ができる質問
しつもん

では、回
かい

答
とう

比
ひ

率
りつ

の合計
ごうけい

が 100％を超
こ

える。 

○図
ず

・表 中
ひょうちゅう

の「-」は回答者
かいとうしゃ

が皆
かい

無
む

のものである。 

 
 

【概要版を利用するにあたって】 

○今回の障害者基礎調査報告書では、身体障害者手帳所持者を「身体障害者」、愛の手帳所持者を「知

的障害者」、自立支援医療制度（精神通院）の利用者を「精神障害者」、難病医療費助成制度の申

請者を「難病患者」と区分している。 

○図・表中のｎとは、基数となる実数である。回答は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、

選択肢の数値(％)の合計が 100％にならない場合がある。 

○複数回答ができる質問では、回答比率の合計が 100％を超える。 

○図・表中の「ハイフン」は回答者が皆無のものである。 
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Ⅰ 調
ちょう

査
さ

の概
がい

要
よう

 

１ 調
ちょう

査
さ

の目
もく

的
てき

 

本
ほん

調
ちょう

査
さ

は、練馬区
ね り ま く

障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

・第八期
だいはちき

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

・第
だい

四
よん

期
き

障
しょう

害
がい

児
じ

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

を策定
さくてい

するた

め、障害
しょうがい

のある区民
く み ん

の生活
せいかつ

実態
じったい

、意
い

向
こう

、ニーズ等
とう

および区
く

内
ない

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事
じ

業
ぎょう

所
しょ

等
とう

の

運営
うんえい

状 況
じょうきょう

を把握
は あ く

し、計画
けいかく

策定
さくてい

の基礎
き そ

資料
しりょう

として活用
かつよう

することを目的
もくてき

に実施
じっし

した。 
 

２ 調
ちょう

査
さ

対
たい

象
しょう

 

（１）障
しょう

害
がい

者
しゃ

調
ちょう

査
さ

 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

、愛
あい

の手
て

帳
ちょう

所
しょ

持
じ

者
しゃ

、自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

医
い

療
りょう

制
せい

度
ど

（精神
せいしん

通院
つういん

）の利用者
りようしゃ

、難
なん

病
びょう

医
い

療
りょう

費
ひ

助
じょ

成
せい

制
せい

度
ど

の申請者
しんせいしゃ

、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

から、計
けい

4,600名
めい

を無作為
む さ く い

抽 出
ちゅうしゅつ

した。また、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

において利
り

用
よう

者
しゃ

250名
めい

に配布
は い ふ

し、あわせて 4,850名
めい

に対
たい

して調査
ちょうさ

を行
おこな

った。 
 

（２）事
じ

業
ぎょう

所
しょ

調
ちょう

査
さ

 

区
く

内
ない

で障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービス等
とう

を提 供
ていきょう

する全
すべ

ての事
じ

業
ぎょう

所
しょ

（425事
じ

業
ぎょう

所
しょ

）に対
たい

して調査
ちょうさ

を行
おこな

った。 
 

３ 調
ちょう

査
さ

時
じ

期
き

 

令
れい

和
わ

８年
ねん

１月
がつ

～２月
がつ

 
 

４ 調
ちょう

査
さ

方
ほう

法
ほう

 

郵送
ゆうそう

配布
は い ふ

・郵送
ゆうそう

回 収
かいしゅう

およびWeb
うぇぶ

回答
かいとう

（児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

については、事
じ

業
ぎょう

所
しょ

において

配布
は い ふ

・郵送
ゆうそう

回 収
かいしゅう

およびWeb
うぇぶ

回答
かいとう

） 
 

５ 回
かい

収
しゅう

状
じょう

況
きょう

 

（１）障
しょう

害
がい

者
しゃ

調
ちょう

査
さ

 

区 分 配布数 有効回収数 有効回収率 

身体障害者 1,250 615 49.2％ 

知的障害者 900 444 49.3％ 

精神障害者 1,100 483 43.9％ 

難病患者 900 495 55.0％ 

施設入所者 450 309 68.7％ 

児童発達支援事業利用者 250 113 45.2％ 

合 計 4,850 2,459 50.7％ 
 

（２）事
じ

業
ぎょう

所
しょ

調
ちょう

査
さ

 

  

配布数 有効回収数 有効回収率 

425 218 51.3％ 

1 

 

１ページ 
Ⅰ 調査の概要 
１ 調査の目的 
本調査は、練馬区障害者計画・第八期障害福祉計画・第四期障害児福祉計画を策定するため、障

害のある区民の生活実態、意向、ニーズ等および区内の障害福祉サービス事業所等の運営状況を

把握し、計画策定の基礎資料として活用することを目的に実施した。 
２ 調査対象 
（１）障害者調査 

身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、自立支援医療制度（精神通院）の利用者、難病医療費

助成制度の申請者、施設入所者から、計 4,600 名を無作為抽出した。また、児童発達支援事業所

において利用者 250 名に配布し、あわせて 4,850 名に対して調査を行った。 

（２）事業所調査 

区内で障害福祉サービス等を提供する全ての事業所（425 事業所）に対して調査を行った。 
３ 調査時期 
令和８年１月～２月 
４ 調査方法 
郵送配布・郵送回収および Web 回答（児童発達支援事業利用者については、事業所において配

布・郵送回収および Web 回答） 
５ 回収状況 
（１）障害者調査 

区分身体障害者 配布数 1,250 有効回収数 615 有効回収率 49.2％ 

区分知的障害者 配布数 900 有効回収数 444 有効回収率 49.3％ 

区分精神障害者 配布数 1,100 有効回収数 483 有効回収率 43.9％ 

区分難病患者 配布数 900 有効回収数 495 有効回収率 55.0％ 

区分施設入所者 配布数 450 有効回収数 309 有効回収率 68.7％ 

区分児童発達支援事業利用者 配布数 250 有効回収数 113 有効回収率 45.2％ 

合 計 配布数 4,850 有効回収数 2,459 有効回収率 50.7％ 

（２）事業所調査 

配布数 425 有効回収数 218 有効回収率 51.3％ 

  



2 

Ⅱ 調査
ちょうさ

結果
けっか

の詳細
しょうさい

（障害者
しょうがいしゃ

調査
ちょうさ

） 

１ 基
き

本
ほん

属
ぞく

性
せい

 

（１）性
せい

別
べつ

 

本調査
ほんちょうさ

における回答者
かいとうしゃ

の性別
せいべつ

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では、「男性
だんせい

」が 51.4％、「女性
じょせい

」が 44.6％とな

っている。 

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では、「男性
だんせい

」が 61.3％、「女性
じょせい

」が 36.3％となっている。 

精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では、「男性
だんせい

」が 40.4％、「女性
じょせい

」が 55.7％となっている。 

難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では、「男性
だんせい

」が 42.4％、「女性
じょせい

」が 54.7％となっている。 

施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では、「男性
だんせい

」が 55.7％、「女性
じょせい

」が 43.0％となっている。 

児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では、「男性
だんせい

」が 67.3％、「女性
じょせい

」が 28.3％となっている。 
 

（２）年齢
ねんれい

 

身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の平均
へいきん

年齢
ねんれい

は、61.3歳
さい

となっている。 

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の平均
へいきん

年齢
ねんれい

は、27.6歳
さい

となっている。 

精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の平均
へいきん

年齢
ねんれい

は、48.9歳
さい

となっている。 

難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

の平均
へいきん

年齢
ねんれい

は、59.3歳
さい

となっている。 

施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

の平均
へいきん

年齢
ねんれい

は、55.0歳
さい

となっている。 

児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

の平均
へいきん

年齢
ねんれい

は、5.5歳
さい

となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
10 歳 

未満 
10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 

70 歳 

以上 
無回答 平均年齢 

身体障害者 615 0.2 9.6 1.0 2.6 7.2 16.9 19.8 35.6 7.2 61.3 歳 

知的障害者 444 16.2 26.1 14.6 14.9 8.6 5.0 5.4 2.3 7.0 27.6 歳 

精神障害者 483 - 0.8 11.4 15.3 20.1 22.4 14.3 9.1 6.6 48.9 歳 

難病患者 495 - 0.2 3.8 11.1 12.7 17.8 18.4 30.5 5.5 59.3 歳 

施設入所者 309 - - 3.2 8.4 15.9 31.4 21.0 12.3 7.8 55.0 歳 

（単位：％） 

区 分 ｎ ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 無回答 平均年齢 

児童発達支援 

事業利用者 
113 - - 9.7 17.7 19.5 23.0 23.0 7.1 5.5 歳 

 

（３）調
ちょう

査
さ

票
ひょう

の記
き

入
にゅう

者
しゃ

 

調
ちょう

査
さ

票
ひょう

の記
き

入
にゅう

者
しゃ

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「本人
ほんにん

が自
じ

分
ぶん

一人
ひ と り

で記
き

入
にゅう

」

がそれぞれ 61.5％、85.5％、83.6％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では、

「本人
ほんにん

の意
い

向
こう

を 考
かんが

えながら家族
か ぞ く

や介助者
かいじょしゃ

が記
き

入
にゅう

」がそれぞれ 68.5％、71.8％と最
もっと

も多
おお

くなっ

ている。児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「母親
ははおや

」が 87.6％となっている。 
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２ページ 
Ⅱ 調査結果の詳細（障害者調査） 
１ 基本属性 
（１）性別 
本調査における回答者の性別は、身体障害者では、「男性」が 51.4%、「女性」が 44.6%となって

いる。 

知的障害者では、「男性」が 61.3%、「女性」が 36.3%となっている。 

精神障害者では、「男性」が 40.4%、「女性」が 55.7%となっている。 

難病患者では、「男性」が 42.4%、「女性」が 54.7%となっている。 

施設入所者では、「男性」が 55.7%、「女性」が 43.0%となっている。 

児童発達支援事業利用者では、「男性」が 67.3%、「女性」が 28.3%となっている。 

（２）年齢 

身体障害者の平均年齢は、61.3 歳となっている。 

知的障害者の平均年齢は、27.6 歳となっている。 

精神障害者の平均年齢は、48.9 歳となっている。 

難病患者の平均年齢は、59.3 歳となっている。 

施設入所者の平均年齢は、55.0 歳となっている。 

児童発達支援事業利用者の平均年齢は、5.5 歳となっている。 

（３）調査票の記入者 

調査票の記入者は、身体障害者、精神障害者、難病患者では「本人が自分一人で記入」がそれぞ

れ 61.5％、85.5％、83.6％と最も多くなっている。知的障害者、施設入所者では、「本人の意向

を考えながら家族や介助者が記入」がそれぞれ 68.5％、71.8％と最も多くなっている。児童発達

支援事業利用者では「母親」が 87.6％となっている。 
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（４）居
きょ

住
じゅう

形
けい

態
たい

 

現在
げんざい

の居住
きょじゅう

形態
けいたい

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「自
じ

分
ぶん

の持
も

ち家
いえ

（購入
こうにゅう

マンションも含
ふく

む）」

がそれぞれ 39.5％、43.8％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「親
おや

など家族
か ぞ く

の持
も

ち家
いえ

（購 入
こうにゅう

マンションも含
ふく

む）」が 48.6％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「アパート、賃貸
ちんたい

マンション、借
しゃく

家
や

」が 40.0％

と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

（５）施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

期
き

間
かん

（施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

のみ） 

施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

の入 所
にゅうしょ

期間
き か ん

は、「10年
ねん

以上
いじょう

」が 60.8％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「５年
ねん

以上
いじょう

10年
ねん

未満
み ま ん

」

が 17.5％、「１年
ねん

以上
いじょう

５年
ねん

未満
み ま ん

」が 16.5％となっている。 
 

（６）施
し

設
せつ

所
しょ

在
ざい

地
ち

（施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

のみ） 

入所
にゅうしょ

している施
し

設
せつ

の場所
ば し ょ

は、「東
とう

京
きょう

都
と

外
がい

」が 57.0％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「東
とう

京
きょう

都
と

内
ない

（23区外
く が い

）」

が 23.6％、「練
ねり

馬
ま

区
く

内
ない

」が 16.2％となっている。 
 

（７）同
どう

居
きょ

者
しゃ

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

同居者
どうきょしゃ

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「父
ちち

、母
はは

」がそれぞれ 30.9％、81.3％と最
もっと

も多
おお

く

なっている。精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「配偶者
はいぐうしゃ

（夫
おっと

、妻
つま

）またはパートナー（事実婚
じじつこん

を含
ふく

む）」

がそれぞれ 33.3％、58.6％と 最
もっと

も多
おお

くなっている。児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「母親
ははおや

」が

94.7％、「父親
ちちおや

」が 92.9％となっている。 
 

（８）収
しゅう

入
にゅう

源
げん

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

収 入 源
しゅうにゅうげん

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では「年
ねん

金
きん

・手
て

当
あて

」が最
もっと

も多
おお

くなっている。難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「就労
しゅうろう

による収 入
しゅうにゅう

」が 51.5％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
就労に 

よる収入 

年金・ 

手当 

生活 

保護費 

家族など

からの 

仕送り 

その他 
収入は 

ない 
無回答 

身体障害者 615 26.5 60.3 5.2 2.0 6.3 14.6 2.0 

知的障害者 444 20.7 46.8 3.4 27.5 3.2 29.7 1.4 

精神障害者 483 41.6 43.1 18.6 3.5 7.0 9.9 3.5 

難病患者 495 51.5 43.8 2.2 1.6 4.0 8.3 2.2 

施設入所者 309 5.2 86.1 0.6 3.9 1.9 6.5 4.2 
 

（９）主
おも

な生
せい

計
けい

維
い

持
じ

者
しゃ

 

①主
おも

な生
せい

計
けい

維
い

持
じ

者
しゃ

 

主
おも

な生
せい

計
けい

維
い

持
じ

者
しゃ

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「本人
ほんにん

」がそれぞれ 47.3％、

47.2％、52.7％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「父
ちち

」が 65.1％と最
もっと

も多
おお

くなってい

る。 
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３ページ 

（４）居住形態 

現在の居住形態は、身体障害者、難病患者では「自分の持ち家（購入マンションも含む）」がそ

れぞれ 39.5％、43.8％と最も多くなっている。知的障害者では「親など家族の持ち家（購入マン

ションも含む）」が 48.6％、精神障害者では「アパート、賃貸マンション、借家」が 40.0％と最

も多くなっている。 

（５）施設入所期間（施設入所者のみ） 

施設入所者の入所期間は、「10 年以上」が 60.8％と最も多く、次いで「５年以上 10 年未満」が

17.5％、「１年以上５年未満」が 16.5％となっている。 

（６）施設所在地（施設入所者のみ） 

入所している施設の場所は、「東京都外」が 57.0％と最も多く、次いで「東京都内（23区外）」

が 23.6％、「練馬区内」が 16.2％となっている。 

（７）同居者（複数回答） 

同居者は、身体障害者、知的障害者では「父、母」がそれぞれ 30.9％、81.3％と最も多くなって

いる。精神障害者、難病患者では「配偶者（夫、妻）またはパートナー（事実婚を含む）」がそ

れぞれ 33.3％、58.6％と最も多くなっている。児童発達支援事業利用者では「母親」が 94.7％、

「父親」が 92.9％となっている。 

（８）収入源（複数回答） 

収入源は、身体障害者、知的障害者、精神障害者、施設入所者では「年金・手当」が最も多くな

っている。難病患者では「就労による収入」が 51.5％と最も多くなっている。 

（９）主な生計維持者 

①主な生計維持者 

主な生計維持者は、身体障害者、精神障害者、難病患者では「本人」がそれぞれ 47.3％、

47.2％、52.7％と最も多くなっている。知的障害者では「父」が 65.1％と最も多くなっている。 
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②父
ちち

親
おや

の年
ねん

齢
れい

（父
ちち

親
おや

が主
おも

な生
せい

計
けい

維
い

持
じ

者
しゃ

） 

父親
ちちおや

が主
おも

な生計
せいけい

維持者
い じ し ゃ

の場
ば

合
あい

の父親
ちちおや

の年
ねん

齢
れい

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「50歳
さい

代
だい

」が 30.1％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「40歳
さい

代
だい

」が 30.1％と最
もっと

も多
おお

くなっている。精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「60歳
さい

代
だい

」がそれぞれ 33.3％、44.4％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

③母
はは

親
おや

の年
ねん

齢
れい

（母
はは

親
おや

が主
おも

な生
せい

計
けい

維
い

持
じ

者
しゃ

） 

母
はは

親
おや

が主
おも

な生
せい

計
けい

維
い

持
じ

者
しゃ

の場
ば

合
あい

の母親
ははおや

の年
ねん

齢
れい

は、すべての障害
しょうがい

種別
しゅべつ

において「70歳
さい

代
だい

」が最
もっと

も

多
おお

くなっている。 
 

（１０）障害
しょうがい

の程度
て い ど

 

身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の障 害
しょうがい

の程度
て い ど

は「１級
きゅう

」が29.6％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の障害
しょうがい

の程度
て い ど

は「４度
ど

」が32.7％、

精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

（483人
にん

）のうち、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

手
て

帳
ちょう

所
しょ

持
じ

者
しゃ

（191人
にん

）の障害
しょうがい

の程度
て い ど

は「３

級
きゅう

」が 49.7％、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では「２度
ど

」が 61.8％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

（１１）重
ちょう

複
ふく

障
しょう

害
がい

の状
じょう

況
きょう

 

回答者
かいとうしゃ

の手帳
てちょう

の所持
し ょ じ

状 況
じょうきょう

等
とう

により障害
しょうがい

の重複
ちょうふく

状 況
じょうきょう

をみると、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 11.2％、

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 20.5％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 5.6％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では 0.2％、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では7.0％、

児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では 3.6％となっている。 
 

（１２）障
しょう

害
がい

の種
しゅ

類
るい

等
とう

 

①身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の 障
しょう

害
がい

の種
しゅ

類
るい

 

身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

手帳
てちょう

の１番目
ば ん め

に記載
き さ い

された障害
しょうがい

の種類
しゅるい

は、「肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

（上肢
じょうし

、下肢
か し

等
とう

）」が 20.7％

と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「内
ない

部
ぶ

障
しょう

害
がい

」が 19.0％、「視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

」「聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

」がともに 10.6％とな

っている。 

②精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の診
しん

断
だん

名
めい

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の診断名
しんだんめい

は、「気分
き ぶ ん

障 害
しょうがい

」が54.0％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

」が20.3％、

「発達
はったつ

障害
しょうがい

」が 15.9％となっている。 

③難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

の疾
しっ

患
かん

名
めい

 

難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

が罹患
り か ん

している疾患
しっかん

を疾患群
しっかんぐん

別
べつ

に整理
せ い り

すると、「神経
しんけい

・筋
きん

疾患
しっかん

」「消化器
しょうかき

系
けい

疾患
しっかん

」がと

もに 24.6％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「免疫
めんえき

系
けい

疾患
しっかん

」が 19.4％、「腎
じん

・泌
ひ

尿器
にょうき

系
けい

疾患
しっかん

」が 5.5％となっ

ている。 
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４ページ 

②父親の年齢（父親が主な生計維持者） 

父親が主な生計維持者の場合の父親の年齢は、身体障害者では「50 歳代」が 30.1％と最も多くな

っている。知的障害者では「40 歳代」が 30.1％と最も多くなっている。精神障害者、難病患者で

は「60 歳代」がそれぞれ 33.3％、44.4％と最も多くなっている。 

③母親の年齢（母親が主な生計維持者） 

母親が主な生計維持者の場合の母親の年齢は、すべての障害種別において「70 歳代」が最も多く

なっている。 

（10）障害の程度 

身体障害者の障害の程度は「１級」が 29.6％、知的障害者の障害の程度は「４度」が 32.7％、精

神障害者（483 人）のうち、精神障害者保健福祉手帳所持者（191 人）の障害の程度は「３級」が

49.7％、施設入所者では「２度」が 61.8％と最も多くなっている。 

（11）重複障害の状況 

回答者の手帳の所持状況等により障害の重複状況をみると、身体障害者では 11.2％、知的障害者

では 20.5％、精神障害者では 5.6％、難病患者では 0.2％、施設入所者では 7.0％、児童発達支援

事業利用者では 3.6％となっている。 

（12）障害の種類等 

①身体障害者の障害の種類 

身体障害者手帳の１番目に記載された障害の種類は、「肢体不自由（上肢、下肢等）」が 20.7％

と最も多く、次いで「内部障害」が 19.0％、「視覚障害」「聴覚障害」がともに 10.6％となって

いる。 

②精神障害者の診断名（複数回答） 

精神障害者の診断名は、「気分障害」が 54.0％と最も多く、次いで「統合失調症」が 20.3％、

「発達障害」が 15.9％となっている。 

③難病患者の疾患名 

難病患者が罹患している疾患を疾患群別に整理すると、「神経・きん疾患」「消化器系疾患」が

ともに 24.6％と最も多く、次いで「免疫系疾患」が 19.4％、「腎・泌尿器系疾患」が 5.5％とな

っている。 
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（１３）手
て

帳
ちょう

を取
しゅ

得
とく

した年
ねん

齢
れい

、精
せい

神
しん

疾
しっ

患
かん

・難
なん

病
びょう

の発
はっ

症
しょう

年
ねん

齢
れい

等
とう

 

身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

で身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を取得
しゅとく

した年
ねん

齢
れい

は、「60歳
さい

以上
いじょう

」が 25.5％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで

「10歳
さい

未満
み ま ん

」が 20.0％、「50歳
さい

代
だい

」が 13.3％となっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

で愛
あい

の手帳
てちょう

を取得
しゅとく

した年
ねん

齢
れい

は、「10歳
さい

未満
み ま ん

」が 58.3％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「10歳
さい

代
だい

」が 25.9％、「20歳
さい

代
だい

」が 5.0%となっ

ている。 

精神
せいしん

疾患
しっかん

の発 症
はっしょう

年
ねん

齢
れい

は、「20歳
さい

代
だい

」が 22.2％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「30歳
さい

代
だい

」が 19.0％、「10歳
さい

代
だい

」が 14.1％となっている。 

難病
なんびょう

の発 症
はっしょう

年
ねん

齢
れい

は、「60歳
さい

以上
いじょう

」が 24.8％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「50歳
さい

代
だい

」が 17.0％、「30歳
さい

代
だい

」が 15.4％となっている。平均
へいきん

年
ねん

齢
れい

は 45.4歳
さい

となっている。 
 

（１４）障
しょう

害
がい

支
し

援
えん

区
く

分
ぶん

認
にん

定
てい

の状
じょう

況
きょう

 

障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

を「受
う

けている」と回答
かいとう

した人
ひと

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 8.0％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 31.1％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 6.0％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では 4.0％、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では 49.8％となって

いる。 
 

（１５）発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

、高
こう

次
じ

脳
のう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

、難
なん

病
びょう

等
とう

の診
しん

断
だん

状
じょう

況
きょう

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

「発達
はったつ

障害
しょうがい

」と診断
しんだん

されたことがある人
ひと

は、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 54.1％、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では 33.6％となっている。 

「高
こう

次
じ

脳
のう

機能
き の う

障 害
しょうがい

」と診断
しんだん

されたことがある人
ひと

は、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

で 3.9％となっている。 

「難病
なんびょう

」と診断
しんだん

されたことがある人
ひと

は、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

で 2.4％となっている。 

「強
きょう

度
ど

行動
こうどう

障 害
しょうがい

」と診断
しんだん

されたことがある人
ひと

は、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

では 14.6％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では

6.1％となっている。 
 
（１６）医

い

療
りょう

的
てき

ケアの状
じょう

況
きょう

 

医
い

療
りょう

的
てき

ケアが「必要
ひつよう

」と回答
かいとう

した人
ひと

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 16.6％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 8.8％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 11.2％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では 11.3％、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では 8.1％、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では 4.4％となっている。 

医
い

療
りょう

的
てき

ケアの状 況
じょうきょう

についてみると、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「たん等
とう

の吸引
きゅういん

」が 13.7％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「経管
けいかん

栄養
えいよう

」が 11.8％、「導
どう

尿
にょう

」が 9.8％となっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「経管
けいかん

栄養
えいよう

」

が 35.9％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「たん等
とう

の吸引
きゅういん

」が 33.3％、「吸 入
きゅうにゅう

」が 15.4％となっている。 

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「皮下
ひ か

注 射
ちゅうしゃ

」が 30.4％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「経管
けいかん

栄養
えいよう

」「血糖
けっとう

測定
そくてい

」がともに

16.1％となっている。 
 
（１７）介助者

かいじょしゃ

が不
ふ

在
ざい

の時
とき

などの短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ）の利
り

用
よう

状
じょう

況
きょう

について 

短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ）の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

について、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「区
く

内
ない

の短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

（ショートステイ）を利用
り よ う

している」がそれぞれ 9.8％、25.6％、12.5％

となっている。 
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５ページ 

（13）手帳を取得した年齢、精神疾患・難病の発症年齢等 

身体障害者で身体障害者手帳を取得した年齢は、「60 歳以上」が 25.5％と最も多く、次いで「10

歳未満」が 20.0％、「50 歳代」が 13.3%となっている。知的障害者で愛の手帳を取得した年齢

は、「10歳未満」が 58.3％と最も多く、次いで「10 歳代」が 25.9％、「20 歳代」が 5.0%となっ

ている。 

精神疾患の発症年齢は、「20 歳代」が 22.2％と最も多く、次いで「30歳代」が 19.0％、「10歳

代」が 14.1％となっている。 

難病の発症年齢は、「60 歳以上」が 24.8％と最も多く、次いで「50 歳代」が 17.0％、「30 歳

代」が 15.4％となっている。平均年齢は 45.4 歳となっている。 

（14）障害支援区分認定の状況 

障害支援区分の認定を「受けている」と回答した人は、身体障害者では 8.0％、知的障害者では

31.1％、精神障害者では 6.0％、難病患者では 4.0％、施設入所者では 49.8％となっている。 

（15）発達障害、高次脳機能障害、難病等の診断状況（複数回答） 

「発達障害」と診断されたことがある人は、知的障害者では 54.1％、児童発達支援事業利用者で

は 33.6％となっている。 

「高次脳機能障害」と診断されたことがある人は、身体障害者で 3.9％となっている。 

「難病」と診断されたことがある人は、身体障害者で 2.4％となっている。 

「強度行動障害」と診断されたことがある人は、身体障害者では 14.6%、知的障害者では 6.1％と

なっている。 

（16）医療的ケアの状況 

医療的ケアが「必要」と回答した人は、身体障害者では 16.6％、知的障害者では 8.8％、精神障

害者では 11.2％、難病患者では 11.3％、施設入所者では 8.1％、児童発達支援事業利用者では

4.4％となっている。 

（17）介助者が不在の時などの短期入所（ショートステイ）の利用状況について 

短期入所（ショートステイ）の利用状況について、身体障害者、知的障害者、難病患者では「区

内の短期入所（ショートステイ）を利用している」がそれぞれ 9.8％、25.6％、12.5％となってい

る。 
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２ 介
かい

助
じょ

・援
えん

助
じょ

の状
じょう

況
きょう

について 

（１）介
かい

助
じょ

・援
えん

助
じょ

者
しゃ

 

身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「特
とく

に介助
かいじょ

等
とう

は受
う

けていない」人
ひと

が 42.9％となっており、主
おも

な介助
かいじょ

・援助
えんじょ

者
しゃ

としては「父
ちち

・母
はは

」が 16.9％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「配偶者
はいぐうしゃ

（夫
おっと

、妻
つま

）またはパートナー（事実婚
じじつこん

を含
ふく

む）」が 11.7％、「ホームヘルパー」が 9.4％となっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「父
ちち

、母
はは

」が

80.9％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「兄 弟
きょうだい

、姉妹
し ま い

」が 20.3％、「施
し

設
せつ

の職員
しょくいん

」が 15.5％となっている。 

精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「特
とく

に介助
かいじょ

等
とう

は受
う

けていない」人
ひと

が 55.3％となっており、主
おも

な介助
かいじょ

・援助
えんじょ

者
しゃ

としては「父
ちち

、母
はは

」が 14.9％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「配偶者
はいぐうしゃ

（夫
おっと

、妻
つま

）またはパートナー（事実婚
じじつこん

を含
ふく

む）」が 14.1％、「訪問
ほうもん

看護師
か ん ご し

」が 10.1％となっている。難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「特
とく

に介助
かいじょ

等
とう

は受
う

け

ていない」が 66.5％となっており、主
おも

な介助
かいじょ

・援助
えんじょ

者
しゃ

としては「配偶者
はいぐうしゃ

（夫
おっと

、妻
つま

）またはパー

トナー（事実婚
じじつこん

を含
ふく

む）」が 16.4％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「息子
む す こ

、娘
むすめ

（息子
む す こ

、娘
むすめ

の配偶者
はいぐうしゃ

も含
ふく

む）」

が 8.7％、「訪問
ほうもん

看護師
か ん ご し

」が 6.9％となっている。児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「特
とく

に介助
かいじょ

等
とう

は受
う

けていない」が 52.2％となっており、主
おも

な介助
かいじょ

・援助
えんじょ

者
しゃ

としては「母
はは

」が 46.9％と最
もっと

も多
おお

く、

次
つ

いで「父
ちち

」が 32.7％、「祖父
そ ふ

、祖母
そ ぼ

」が 3.5％となっている。 
 

（２）介
かい

助
じょ

・援
えん

助
じょ

者
しゃ

のうち最
もっと

も長
なが

く介
かい

助
じょ

・援
えん

助
じょ

している人
ひと

 

最
もっと

も長
なが

く介助
かいじょ

・援助
えんじょ

している人
ひと

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「父
ちち

、母
はは

」が 25.0％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

い

で「配偶者
はいぐうしゃ

（夫
おっと

、妻
つま

）またはパートナー（事実婚
じじつこん

を含
ふく

む）」が 21.1％、「息子
む す こ

、娘
むすめ

（息子
む す こ

、娘
むすめ

の配偶者
はいぐうしゃ

も含
ふく

む）」が 10.6％となっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「父
ちち

、母
はは

」が 59.6％と最
もっと

も多
おお

く、

次
つ

いで「兄弟
きょうだい

、姉妹
し ま い

」「施
し

設
せつ

の職 員
しょくいん

」ともに 3.2％となっている。精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「配偶者
はいぐうしゃ

（夫
おっと

、

妻
つま

）またはパートナー（事実婚
じじつこん

を含
ふく

む）」が 29.9％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「父
ちち

、母
はは

」が 21.8％、

「訪問
ほうもん

看護師
か ん ご し

」が 4.6％となっている。難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「配偶者
はいぐうしゃ

（夫
おっと

、妻
つま

）またはパートナー（事実婚
じじつこん

を含
ふく

む）」が 48.3％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「息子
む す こ

、娘
むすめ

（息子
む す こ

、娘
むすめ

の配偶者
はいぐうしゃ

も含
ふく

む）」が 13.8％、

「施
し

設
せつ

の職員
しょくいん

」が 5.5％となっている。児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「母親
ははおや

」が 96.2％と最
もっと

も

多
おお

く、次
つ

いで「父
ちち

」が 1.9％となっている。 

 

（３）最
もっと

も長
なが

く介
かい

助
じょ

・援
えん

助
じょ

している人
ひと

の年
ねん

齢
れい

 

最
もっと

も長
なが

く介助
かいじょ

・援助
えんじょ

している人
ひと

の年
ねん

齢
れい

について、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「70歳
さい

以上
いじょう

」が

それぞれ 29.9％、41.2％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「40歳
さい

代
だい

」がそれぞれ 34.4％、48.1％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「50歳
さい

代
だい

」が 33.3％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
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６ページ 

２ 介助・援助の状況について 

（１）介助・援助者 

身体障害者では「特に介助等は受けていない」人が 42.9％となっており、主な介助・援助者とし

ては「父・母」が 16.9％と最も多くなっている。知的障害者では「父、母」が 80.9％と最も多く

なっている。精神障害者では「特に介助等は受けていない」人が 55.3％となっており、主な介

助・援助者としては「父、母」が 14.9％と最も多くなっている。難病患者では「特に介助等は受

けていない」が 66.5％となっており、主な介助・援助者としては「配偶者（夫、妻）またはパー

トナー（事実婚を含む）」が 16.4％と最も多くなっている。児童発達支援事業利用者では「特に

介助等は受けていない」が 52.2％となっており、主な介助・援助者としては「母」が 46.9％と最

も多くなっている。 

 

（２）介助・援助者のうち最も長く介助・援助している人 

最も長く介助・援助している人は、身体障害者、知的障害者では「父、母」が最も多く、それぞ

れ 25.0％、59.6％となっている。精神障害者、難病患者では「配偶者（夫、妻）またはパートナ

ー（事実婚を含む）」が最も多く、それぞれ 29.9％、48.3％となっている。児童発達支援事業利

用者では「母親」が 96.2％と最も多くなっている。 

 

（３）最も長く介助・援助している人の年齢 

最も長く介助・援助している人の年齢について、身体障害者、難病患者では「70 歳以上」がそれ

ぞれ 29.9％、41.2％と最も多くなっている。 

知的障害者、児童発達支援事業利用者では「40歳代」がそれぞれ 34.4％、48.1％、精神障害者で

は「50 歳代」が 33.3％と最も多くなっている。 
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（４）介
かい

助
じょ

・援
えん

助
じょ

の内
ない

容
よう

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

介助
かいじょ

・援助
えんじょ

の内容
ないよう

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「外 出
がいしゅつ

」がそれぞれ 48.2％、44.1％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「金銭
きんせん

管理
か ん り

」が 56.7％と最
もっと

も多
おお

くなっている。精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では、「食事
しょくじ

のしたく」が 47.7％と最
もっと

も多
おお

くなっている。児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では、「ト

イレ」「入 浴
にゅうよく

」がともに 71.7％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

（５）介
かい

助
じょ

・援
えん

助
じょ

者
しゃ

が不
ふ

在
ざい

のときに希
き

望
ぼう

する対
たい

応
おう

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「介護
か い ご

や家事
か じ

援助
えんじょ

などを行
おこな

うホームヘルプサービスを利用
り よ う

したい」

がそれぞれ 26.8％、24.8％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

で

は「同居
どうきょ

している他
ほか

の家族
か ぞ く

に頼
たの

みたい」が 40.1％、73.6％と最
もっと

も多
おお

くなっている。精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「訪問
ほうもん

看護
か ん ご

を利用
り よ う

したい」が 16.2％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

（６）必
ひつ

要
よう

とする介
かい

助
じょ

・援
えん

助
じょ

の有
う

無
む

 

必要
ひつよう

とする介助
かいじょ

・援助
えんじょ

を受
う

けていると思
おも

うかについては、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「必要
ひつよう

とする介助
かいじょ

・援助
えんじょ

は受
う

けていると思
おも

う」がそれぞれ 75.5％、43.4％となっている。

また、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では約
やく

４割
わり

～約
やく

６割
わり

が「特
とく

に介助
かいじょ

・援助
えんじょ

を必要
ひつよう

とし

ていない」と回答
かいとう

している。 

 

 

３ 日
にっ

中
ちゅう

の過
す

ごし方
かた

について 

日 中
にっちゅう

の主
おも

な過
す

ごし方
かた

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「自
じ

宅
たく

にいることが多
おお

い」がそれぞれ

46.0％、43.9％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「幼
よう

稚
ち

園
えん

や保
ほ

育
いく

園
えん

、学校
がっこう

などに通
かよ

っている」が 44.1％と最
もっと

も多
おお

くなっている。

難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「働
はたら

いている」が 47.5％と最
もっと

も多
おお

くなっている。児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では

「保
ほ

育
いく

園
えん

に通
かよ

っている」が 45.1％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
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７ページ 

（４）介助・援助の内容（複数回答） 

介助・援助の内容は、身体障害者、難病患者では「外出」がそれぞれ 48.2％、44.1％と最も多く

なっている。知的障害者では「金銭管理」が 56.7％と最も多くなっている。精神障害者では、

「食事のしたく」が 47.7％と最も多くなっている。児童発達支援事業利用者では、「トイレ」

「入浴」がともに 71.7％と最も多くなっている。 

（５）介助・援助者が不在のときに希望する対応（複数回答） 

身体障害者、難病患者では「介護や家事援助などを行うホームヘルプサービスを利用したい」が

それぞれ 26.8％、24.8％と最も多くなっている。知的障害者、児童発達支援事業利用者では「同

居しているほかの家族に頼みたい」が 40.1％、73.6％と最も多くなっている。精神障害者では

「訪問看護を利用したい」が 16.2％と最も多くなっている。 

（６）必要とする介助・援助の有無 

必要とする介助・援助を受けていると思うかについては、知的障害者、児童発達支援事業利用者

では「必要とする介助・援助は受けていると思う」がそれぞれ 75.5％、43.4％となっている。ま

た、身体障害者、精神障害者、難病患者では約４割～約６割が「特に介助・援助を必要としてい

ない」と回答している。 

３ にっちゅうの過ごし方について 

日中の主な過ごし方は、身体障害者、精神障害者では「自宅にいることが多い」がそれぞれ

46.0％、43.9％と最も多くなっている。 

知的障害者では「幼稚園や保育園、学校などに通っている」が 44.1％と最も多くなっている。難

病患者では「働いている」が 47.5％と最も多くなっている。児童発達支援事業利用者では「保育

園に通っている」が 45.1％と最も多くなっている。 
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４ 教
きょう

育
いく

について 

（１）通
つう

園
えん

・通
つう

学
がく

先
さき

 

現在
げんざい

の通園
つうえん

・通学
つうがく

先
さき

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

」が 50.8％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「通 常
つうじょう

の学
がっ

級
きゅう

」が 31.7％、「特別
とくべつ

支
し

援
えん

学
がっ

級
きゅう

」が 7.9％となっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

」

が 61.2％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「特別
とくべつ

支援
し え ん

学
がっ

級
きゅう

」が 31.6％、「通常
つうじょう

の学
がっ

級
きゅう

」が 3.1％となって

いる。 
 

（２）通園
つうえん

・通学
つうがく

にあたって困
こま

っていること（複
ふく

数
すう

回答
かいとう

） 

通園
つうえん

・通学
つうがく

にあたって困
こま

っていることは、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「特
とく

に

困
こま

っていることはない」がそれぞれ 39.7％、40.7％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では

「夏休
なつやす

みなど長期
ちょうき

休
やす

みの際
さい

の取組
とりくみ

が少
すく

ない」が 37.8％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

５ 雇
こ

用
よう

・就
しゅう

労
ろう

について 

（１）就
しゅう

労
ろう

形
けい

態
たい

 

現在
げんざい

働
はたら

いている人
ひと

の就 労
しゅうろう

形態
けいたい

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「会社
かいしゃ

・団体
だんたい

等
とう

の正規
せ い き

職員
しょくいん

」

がそれぞれ 37.9％、52.3％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

・就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

」が 49.0％と最
もっと

も多
おお

くなっている。精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「非
ひ

正規
せ い き

職員
しょくいん

（契約
けいやく

、パート、

派遣
は け ん

等
とう

）」が 38.4％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

（２）就
しゅう

労
ろう

内
ない

容
よう

 

就労
しゅうろう

内容
ないよう

について、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「事
じ

務
む

的
てき

業
ぎょう

務
む

」がそれぞれ

33.6％、23.7％、30.2％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では、「その他
た

」が 30.0％と最
もっと

も

多
おお

くなっている。 
 

（３）職
しょく

場
ば

の所
しょ

在
ざい

地
ち

（就
しゅう

労
ろう

者
しゃ

全
ぜん

体
たい

と一
いっ

般
ぱん

就
しゅう

労
ろう

別
べつ

） 

職
しょく

場
ば

の所
しょ

在
ざい

地
ち

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「23区
く

内
ない

（練
ねり

馬
ま

区
く

を除
のぞ

く）」がそ

れぞれ 50.7％、52.0％、55.3％と最
もっと

も多
おお

く、「練
ねり

馬
ま

区
く

内
ない

」と回答
かいとう

した人
ひと

も含
ふく

めると、“練
ねり

馬
ま

区
く

を

含
ふく

む 23区
く

内
ない

”がそれぞれ７割
わり

を超
こ

えている。 

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では、「練
ねり

馬
ま

区
く

内
ない

」が 56.0％と最
もっと

も多
おお

く、“練
ねり

馬
ま

区
く

を含
ふく

む 23区
く

内
ない

”が８割
わり

を超
こ

え

ている。 
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８ページ 

４ 教育について 

（１）通園・通学先 

現在の通園・通学先は、身体障害者では「特別支援学校」が 50.8％と最も多く、次いで「通常の

学級」が 31.7％、「特別支援学級」が 7.9％となっている。知的障害者では「特別支援学校」が

61.2％と最も多く、次いで「特別支援学級」が 31.6％、「通常の学級」が 3.1％となっている。 

（２）通園・通学にあたって困っていること（複数回答） 

通園・通学にあたって困っていることは、身体障害者、児童発達支援事業利用者では「特に困っ

ていることはない」がそれぞれ 39.7％、40.7％と最も多くなっている。知的障害者では「夏休み

など長期休みの際の取組が少ない」が 37.8％と最も多くなっている。 

５ 雇用・就労について 

（１）就労形態 

現在働いている人の就労形態は、身体障害者、難病患者では「会社・団体等の正規職員」がそれ

ぞれ 37.9％、52.3％と最も多くなっている。知的障害者では「就労移行支援・就労継続支援事業

所」が 49.0％と最も多くなっている。精神障害者では「非正規職員（契約、パート、派遣等）」

が 38.4％と最も多くなっている。 

（２）就労内容 

就労内容について、身体障害者、精神障害者、難病患者では「事務的業務」がそれぞれ 33.6％、

23.7％、30.2％と最も多くなっている。知的障害者では、「その他」が 30.0％と最も多くなって

いる。 

（３）職場の所在地（就労者全体と一般就労別） 

職場の所在地は、身体障害者、精神障害者、難病患者では「23 区内（練馬区を除く）」がそれぞ

れ 50.7％、52.0％、55.3％と最も多く、「練馬区内」と回答した人も含めると、“練馬区を含む

23 区内”がそれぞれ７割を超えている。 

知的障害者では、「練馬区内」が 56.0％と最も多く、“練馬区を含む 23 区内”が８割を超えてい

る。 
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（４）１年
ねん

間
かん

の就
しゅう

労
ろう

収
しゅう

入
にゅう

 

１年
ねん

間
かん

の就労
しゅうろう

収 入
しゅうにゅう

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「100万円
まんえん

～300万円
まんえん

未満
み ま ん

」

がそれぞれ 33.6％、34.3％、28.5％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「５万円
まんえん

～20万円
まんえん

未満
み ま ん

」が 32.0％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

（５）仕
し

事
ごと

をする上
うえ

での不
ふ

安
あん

や不
ふ

満
まん

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

仕事
し ご と

をする上
うえ

での不
ふ

安
あん

や不
ふ

満
まん

は、すべての障害
しょうがい

種別
しゅべつ

において「収 入
しゅうにゅう

が少
すく

ない」が最
もっと

も多
おお

く、

身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 35.0％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 37.0％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 50.0％、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では

32.3％となっている。 
 

（６）働
はたら

いていない理
り

由
ゆう

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

現在
げんざい

働
はたら

いていない人
ひと

の「働
はたら

いていない理
り

由
ゆう

」は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「高
こう

齢
れい

だから」が 33.2％

と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「障害
しょうがい

の程度
て い ど

や症 状
しょうじょう

のため」が 25.7％となっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では

「障害
しょうがい

の程度
て い ど

や 症 状
しょうじょう

のため」が 73.7％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「通勤
つうきん

が難
むずか

しいから」が 13.2％

となっている。精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「体 調
たいちょう

がよくないから」が 40.5％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「障害
しょうがい

の程度
て い ど

や症 状
しょうじょう

のため」が 40.1％となっている。 
 

（７）今
こん

後
ご

の就
しゅう

労
ろう

意
い

向
こう

 

現在
げんざい

働
はたら

いていない人
ひと

の今後
こ ん ご

の就 労
しゅうろう

について、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「高
こう

齢
れい

のため働
はたら

くことを考
かんが

え

ていない」が 32.0％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「働
はたら

きたいが、働
はたら

けないと思
おも

う」

が 27.2％と最
もっと

も多
おお

くなっている。精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「働
はたら

きたい」「働
はたら

きたいが、働
はたら

けないと思
おも

う」がともに 30.0％と最
もっと

も多
おお

くなっている。施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では「働
はたら

きたくない」が 19.4％とな

っている。 
 

（８）働
はたら

くために大
たい

切
せつ

だと思
おも

う環
かん

境
きょう

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が 働
はたら

くために大切
たいせつ

な環
かん

境
きょう

としては、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

で

は「健康
けんこう

状
じょう

態
たい

にあわせた働
はたら

き方
かた

ができること」がそれぞれ 46.5%、67.5％、66.1％と最
もっと

も多
おお

く

なっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「障害
しょうがい

のある方
かた

にあった仕事
し ご と

が用意
よ う い

されること」が 67.8％と最
もっと

も多
おお

くなっている。施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では「障害
しょうがい

のある人
ひと

にあった仕事
し ご と

が用
よう

意
い

されること」が 39.5％

と最
もっと

も多
おお

くなっている。 

 

（９）余
よ

暇
か

の過
す

ごし方
かた

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

余暇
よ か

の過
す

ごし方
かた

について、すべての 障
しょう

害
がい

種
しゅ

別
べつ

において「自
じ

宅
たく

で過
す

ごしている」が最
もっと

も多
おお

く、

身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 75.1％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 76.4％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 82.4％となっている。 
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９ページ 

（４）１年間の就労収入 

身体障害者、精神障害者、難病患者では「100 万円から 300 万円未満」がそれぞれ 33.6％、

34.3％、28.5％と最も多くなっている。知的障害者では「５万円から 20万円未満」が 32.0％と最

も多くなっている。 

（５）仕事をする上での不安や不満（複数回答） 

すべての障害種別において「収入が少ない」が最も多く、身体障害者では 35.0％、知的障害者で

は 37.0％、精神障害者では 50.0％、難病患者では 32.3％となっている。 

（６）働いていない理由（複数回答） 

現在働いていない人の「働いていない理由」は、身体障害者では「高齢だから」が 33.2％と最も

多くなっている。知的障害者では「障害の程度や症状のため」が 73.7％と最も多くなっている。

精神障害者では「体調がよくないから」が 40.5％と最も多くなっている。 

（７）今後の就労意向 

現在働いていない人の今後の就労について、身体障害者では「高齢のため働くことを考えていな

い」が 32.0％と最も多くなっている。知的障害者では「働きたいが、働けないと思う」が 27.2％

と最も多くなっている。精神障害者では「働きたい」「働きたいが、働けないと思う」がともに

30.0％と最も多くなっている。施設入所者では「働きたくない」が 19.4％となっている。 

（８）働くために大切だと思う環境（複数回答） 

障害のある人が働くために大切な環境としては、身体障害者、精神障害者、難病患者では「健康

状態にあわせた働き方ができること」がそれぞれ 46.5%、67.5％、66.1％と最も多くなっている。

知的障害者では「障害のある方にあった仕事が用意されること」が 67.8％と最も多くなってい

る。施設入所者では「障害のある人にあった仕事が用意されること」が 39.5％と最も多くなって

いる。 

（９）余暇の過ごし方（複数回答） 

すべての障害種別において「自宅で過ごしている」が最も多く、身体障害者では 75.1％、知的障

害者では 76.4％、精神障害者では 82.4％となっている。 
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６ 外
がい

出
しゅつ

や社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

について 

（１）外
がい

出
しゅつ

の際
さい

の移
い

動
どう

手
しゅ

段
だん

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

外出
がいしゅつ

の際
さい

の移
い

動
どう

手
しゅ

段
だん

について、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では「徒歩
と ほ

」がそれぞれ 59.8％、73.6％、81.8％、72.7％、52.1％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 

児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「自
じ

転車
てんしゃ

」が 80.5％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

（２）外
がい

出
しゅつ

の際
さい

に困
こま

っている事
こと

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

外出
がいしゅつ

の際
さい

に困
こま

っていることは、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「特
とく

に困
こま

っていることはない」が最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「建
たて

物
もの

などに段
だん

差
さ

が多
おお

く、利用
り よ う

しにくい」がそれぞれ 18.2％、14.1％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、

児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「他人
た に ん

の視線
し せ ん

が気
き

になる」がそれぞれ 18.4％、23.9％、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では「他
た

人
にん

との会
かい

話
わ

が 難
むずか

しい」が 27.2％となっている。 
 

（３）今
こん

後
ご

してみたい活
かつ

動
どう

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

今後
こ ん ご

してみたい活動
かつどう

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「自
じ

宅
たく

で過
す

ごしたい」がそれぞれ 47.2％、53.8％、56.9％、53.9％と最
もっと

も多
おお

くなっている。施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

で

は「買
か

い物
もの

や散
さん

歩
ぽ

などに出
で

かけたい」が 59.2％と最
もっと

も多
おお

くなっている。児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「体
たい

育
いく

施
し

設
せつ

などでスポーツ（ボッチャ、水
すい

泳
えい

など）をしたい」が 61.9％と最
もっと

も多
おお

くなっ

ている。 

 
（４）活

かつ

動
どう

に参
さん

加
か

するために必
ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

希
き

望
ぼう

する活動
かつどう

に参
さん

加
か

するために必要
ひつよう

な支援
し え ん

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「特
とく

にない」がそれぞれ 28.9％、34.8％、28.9％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「介助者
かいじょしゃ

・

援助
えんじょ

者
しゃ

がいること」が 55.4％と最
もっと

も多
おお

くなっている。施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では「介助者
かいじょしゃ

・援助
えんじょ

者
しゃ

がいる

こと」が 57.3％と最
もっと

も多
おお

くなっている。児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「自
じ

宅
たく

や施
し

設
せつ

から通
かよ

いや

すい場
ば

所
しょ

に過
す

ごせる場
ば

があること」が 65.5％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 

  

10 

 

10 ページ 

６ 外出や社会参加について 

（１）外出の際の移動手段（複数回答） 

外出の際の移動手段について、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者、施設入所者で

は「徒歩」がそれぞれ 59.8％、73.6％、81.8％、72.7％、52.1％と最も多くなっている。 

児童発達支援事業利用者では「自転車」が 80.5％と最も多くなっている。 

（２）外出の際に困っている事（複数回答） 

外出の際に困っていることは、身体障害者、精神障害者、難病患者、施設入所者、児童発達支援

事業利用者では「特に困っていることはない」が最も多く、次いで身体障害者、難病患者では

「建物などに段差が多く、利用しにくい」がそれぞれ 18.2％、14.1％、精神障害者、児童発達支

援事業利用者では「他人の視線が気になる」がそれぞれ 18.4％、23.9％、施設入所者では「他人

との会話が難しい」が 27.2％となっている。 

（３）今後してみたい活動（複数回答） 

今後してみたい活動は、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者では「自宅で過ごした

い」がそれぞれ 47.2％、53.8％、56.9％、53.9％と最も多くなっている。施設入所者では「買い

物や散歩などに出かけたい」が 59.2％と最も多くなっている。児童発達支援事業利用者では「体

育施設などでスポーツ（ボッチャ、水泳など）をしたい」が 61.9％と最も多くなっている。 

（４）活動に参加するために必要な支援（複数回答） 

希望する活動に参加するために必要な支援は、身体障害者、精神障害者、難病患者では「特にな

い」がそれぞれ 28.9％、34.8％、28.9％と最も多くなっている。知的障害者では「介助者・援助

者がいること」が 55.4％と最も多くなっている。施設入所者では「介助者・援助者がいること」

が 57.3％と最も多くなっている。児童発達支援事業利用者では「自宅や施設から通いやすい場所

に過ごせる場があること」が 65.5％と最も多くなっている。 

  



11 

 

７ 健
けん

康
こう

状
じょう

況
きょう

や医
い

療
りょう

について 

（１）医
い

療
りょう

の受診
じゅしん

状 況
じょうきょう

 

医
い

療
りょう

の受診
じゅしん

状 況
じょうきょう

で「通院
つういん

している」人
ひと

は、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 90.3％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では 85.5％

となっている。 
 

（２）入
にゅう

院
いん

歴
れき

の有
う

無
む

と入
にゅう

院
いん

期
き

間
かん

 

①入院
にゅういん

歴
れき

の有無
う む

 

精神
せいしん

疾患
しっかん

、難 病
なんびょう

疾病
しっぺい

で入 院
にゅういん

歴
れき

が「ある」人
ひと

は、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 32.3％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では 58.8％

となっている。 

②入
にゅう

院
いん

期
き

間
かん

 

入
にゅう

院
いん

歴
れき

が“ある”と回答
かいとう

した人
ひと

の入院
にゅういん

期間
き か ん

は、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「３か月
げつ

未満
み ま ん

」

がそれぞれ 53.2％、71.8％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

（３）通
つう

院
いん

する際
さい

の介
かい

助
じょ

の必
ひつ

要
よう

性
せい

（難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

のみ） 

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の医
い

療
りょう

の受診
じゅしん

状 況
じょうきょう

で“通院
つういん

している”と回答
かいとう

した人の通院
つういん

する際
さい

の介助
かいじょ

の必要
ひつよう

性
せい

は、「介助
かいじょ

は必要
ひつよう

ない」が 83.9％、「付
つき

添
そ

いなどの介助
かいじょ

が必要
ひつよう

」が 12.3％となっている。 
 
（４）健康

けんこう

管理
か ん り

や医
い

療
りょう

について困
こま

ったことや不
ふ

便
べん

に感
かん

じたこと（複
ふく

数
すう

回答
かいとう

） 

健
けん

康
こう

管
かん

理
り

や医
い

療
りょう

で困
こま

ったことや不
ふ

便
べん

に感
かん

じたことは、いずれの障害
しょうがい

種別
しゅべつ

においても「特
とく

に困
こま

っていることはない」が最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「医療費
いりょうひ

の負
ふ

担
たん

が大
おお

きい」がそれぞれ 14.3％、15.7％、32.7％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「障害
しょうがい

のために症 状
しょうじょう

が正確
せいかく

に伝
つた

わらず、必要
ひつよう

な治
ち

療
りょう

が受
う

けられない」が 16.0％、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「そ

の他
た

」が 11.5％となっている。 
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11 ページ 

７ 健康状況や医療について 

（１）医療の受診状況 

医療の受診状況で「通院している」人は、精神障害者では 90.3％、難病患者では 85.5％となって

いる。 

（２）入院歴の有無と入院期間 

①入院歴の有無 

精神疾患、難病疾病で入院歴が「ある」人は、精神障害者では 32.3％、難病患者では 58.8％とな

っている。 

②入院期間 

入院歴が“ある”と回答した人の入院期間は、精神障害者、難病患者では「３か月未満」がそれ

ぞれ 53.2％、71.8％と最も多くなっている。 

（３）通院する際の介助の必要性（難病患者のみ） 

難病患者の医療の受診状況で“通院している”と回答した人の通院する際の介助の必要性は、

「介助は必要ない」が 83.9％、「付添いなどの介助が必要」が 12.3％となっている。 

（４）健康管理や医療について困ったことや不便に感じたこと（複数回答） 

健康管理や医療で困ったことや不便に感じたことは、いずれの障害種別においても「特に困って

いることはない」が最も多く、次いで身体障害者、精神障害者、難病患者では「医療費の負担が

大きい」がそれぞれ 14.3％、15.7％、32.7％、知的障害者では「障害のために症状が正確に伝わ

らず、必要な治療が受けられない」が 16.0％、児童発達支援事業利用者では「その他」が 11.5％

となっている。 
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８ 相
そう

談
だん

や情
じょう

報
ほう

の入
にゅう

手
しゅ

について 

（１）悩
なや

みごとや心
しん

配
ぱい

ごとがあるときの家
か

族
ぞく

や親
しん

せき以
い

外
がい

の相談
そうだん

先
さき

（複
ふく

数
すう

回答
かいとう

） 

悩
なや

みごとや心
しん

配
ぱい

ごとがあるときの家
か

族
ぞく

や親
しん

せき以
い

外
がい

の相談
そうだん

先
さき

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「友
ゆう

人
じん

・知
ち

人
じん

」

が 27.6％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「病
びょう

院
いん

・診
しん

療
りょう

所
じょ

」が 21.5％となっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「学校
がっこう

、

職場
しょくば

」が 28.2％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「総
そう

合
ごう

福
ふく

祉
し

事
じ

務
む

所
しょ

」が 23.6％となっている。精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

で

は「病
びょう

院
いん

・診
しん

療
りょう

所
じょ

」が 36.4％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「友
ゆう

人
じん

・知
ち

人
じん

」が 26.1％となっている。難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「病
びょう

院
いん

・診
しん

療
りょう

所
じょ

」が 29.7％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「友
ゆう

人
じん

・知
ち

人
じん

」が 29.1％となってい

る。施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では「福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

」が 52.4％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「その他
た

」が 19.4％となってい

る。児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「こども発達
はったつ

支援
し え ん

センター」が 53.1％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「友
ゆう

人
じん

・知
ち

人
じん

」が 51.3％となっている。 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者 施設入所者
児童発達支援
事業利用者

調査数 615 444 483 495 309 113

総合福祉事務所 15.4 23.6 12.0 6.9 8.7 3.5

保健相談所 2.0 3.2 9.5 6.9 1.6 21.2

障害者地域生活支援センター（きらら・すてっぷ・ういん
ぐ・さくら）

2.8 6.8 3.7 1.6 1.6 -

権利擁護センター　ほっとサポートねりま 0.2 - - - - -

民生委員・児童委員 0.2 0.2 - 0.2 1.3 -

障害者相談員 2.1 3.4 1.4 1.0 6.1 0.9

児童相談所 - 1.1 - - - 1.8

福祉施設 3.9 11.0 3.7 2.0 52.4 6.2

相談支援事業所 2.3 12.8 2.3 1.2 12.6 15.9

こども発達支援センター 1.8 7.2 0.4 - - 53.1

学校教育支援センター - 1.1 0.4 - - 1.8

子ども家庭支援センター 0.2 0.5 1.0 - - 8.8

病院・診療所 21.5 20.5 36.4 29.7 10.0 27.4

学校・職場 8.3 28.2 5.2 5.9 1.6 11.5

障害者団体 3.1 2.3 0.6 1.4 1.3 0.9

友人・知人 27.6 15.5 26.1 29.1 4.2 51.3

ホームヘルパー 5.2 4.5 1.9 2.6 0.6 0.9

インターネットの掲示板（民間サイト）など 3.7 0.9 1.9 5.5 - 1.8

ＳＮＳ 3.7 2.5 11.2 5.1 0.3 13.3

対話型ＡＩ 4.1 2.3 13.3 8.1 - 11.5

その他 6.0 13.1 12.6 6.7 19.4 23.0

相談できるところはない 12.2 8.8 13.9 12.7 1.9 1.8

相談の必要はない 14.3 6.1 6.8 13.7 12.6 -

無回答 10.7 11.5 6.0 6.1 5.5 1.8

12 

 

12 ページ 

８ 相談や情報の入手について 

（１）悩みごとや心配ごとがあるときの家族や親せき以外の相談先（複数回答） 

悩みごとや心配ごとがあるときの家族や親せき以外の相談先は、身体障害者では「友人・知人」

が 27.6％と最も多く、次いで「病院・診療所」が 21.5％となっている。知的障害者では「学校、

職場」が 28.2％と最も多く、次いで「総合福祉事務所」が 23.6％となっている。精神障害者では

「病院・診療所」が 36.4％と最も多く、次いで「友人・知人」が 26.1％となっている。難病患者

では「病院・診療所」が 29.7％と最も多く、次いで「友人・知人」が 29.1％となっている。施設

入所者では「福祉施設」が 52.4％と最も多く、次いで「その他」が 19.4％となっている。児童発

達支援事業利用者では「こども発達支援センター」が 53.1％と最も多く、次いで「友人・知人」

が 51.3％となっている。 

 

  



13 

 

（２）福
ふく

祉
し

サービスなどの情
じょう

報
ほう

入
にゅう

手
しゅ

先
さき

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

福祉
ふ く し

サービスなどの情
じょう

報
ほう

の入
にゅう

手
しゅ

先
さき

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「ねりま区
く

報
ほう

」が最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「学校
がっこう

、職場
しょくば

、施
し

設
せつ

」、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では「わから

ない」、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「区
く

のホームページ」が最
もっと

も多
おお

くなっている。 

 

（単位：％） 

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者 施設入所者
児童発達支援
事業利用者

調査数 615 444 483 495 309 113

ねりま区報 39.3 28.6 26.1 32.5 2.6 29.2

区のホームページ 21.0 14.4 26.1 28.1 1.0 35.4

インターネットのサイト（区のホームページ以外） 10.7 7.9 17.0 15.6 0.6 18.6

練馬区公式ＳＮＳ 2.0 1.6 4.8 3.2 0.3 4.4

ＳＮＳ（練馬区公式ＳＮＳ以外） 1.8 1.8 5.4 3.2 - 8.8

対話型ＡＩ 1.1 1.4 5.0 2.2 0.3 3.5

区の障害者福祉のしおり 12.2 15.3 3.1 1.8 0.6 6.2

総合福祉事務所・保健相談所 14.3 18.0 13.3 11.9 2.6 23.9

障害者地域生活支援センター（きらら・すてっぷ・ういん
ぐ・さくら）

3.1 8.6 2.9 1.6 1.3 0.0

学校、職場、施設 7.3 31.8 4.6 1.2 29.8 19.5

病院・診療所 12.2 5.6 19.7 20.8 2.3 9.7

相談支援事業所 3.3 12.4 2.5 2.2 6.8 19.5

民生委員・児童委員 0.3 0.2 0.2 0.6 - -

障害者団体 4.2 5.0 1.0 1.0 1.6 0.9

家族・親せき 16.1 19.6 10.8 9.7 5.8 8.0

友人・知人 13.7 13.5 6.8 7.3 1.6 21.2

その他 5.5 3.6 3.9 5.9 5.5 7.1

わからない 12.2 12.8 19.9 16.8 47.2 13.3

無回答 7.5 9.0 7.0 6.5 4.9 2.7

13 

 

13 ページ 

（２）福祉サービスなどの情報入手先（複数回答） 

福祉サービスなどの情報の入手先は、身体障害者、精神障害者、難病患者では「ねりま区報」が

最も多くなっている。知的障害者では「学校、職場、施設」、施設入所者では「わからない」、

児童発達支援事業利用者では「区のホームページ」が最も多くなっている。 
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（３）情
じょう

報
ほう

通
つう

信
しん

機
き

器
き

（ I
あい

C
しー

T
てぃー

機
き

器
き

）の利
り

用
よう

頻
ひん

度
ど

 

①パソコン 

パソコンの利用
り よ う

頻
ひん

度
ど

について、“使
し

用
よう

している”人
ひと

（「よく使
つか

う」、「まあ使
つか

う」の合計
ごうけい

）は身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 33.6％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 14.2％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 43.7％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では 48.7％、

施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では 2.6％となっている。 

②スマートフォン 

スマートフォンの利用
り よ う

頻
ひん

度
ど

について、「“使
し

用
よう

している”人
ひと

（「よく使
つか

う」「まあ使
つか

う」の合計
ごうけい

）

は身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 63.0％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 39.2％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 81.9％、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では

78.8％、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では 1.9％となっている。 

③タブレット型
がた

端
たん

末
まつ

 

タブレット型
がた

端
たん

末
まつ

の利用
り よ う

頻
ひん

度
ど

について、“使
し

用
よう

している”人
ひと

（「よく使
つか

う」「まあ使
つか

う」の合計
ごうけい

）

は身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 23.2％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 26.8％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 23.0％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では

23.2％、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では 0.9％となっている。 

④その他
た

 

その他
た

の利用
り よ う

頻
ひん

度
ど

について、“使
し

用
よう

している”人
ひと

（「よく使
つか

う」「まあ使
つか

う」の合計
ごうけい

）は身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 1.8％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 2.5％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 0.6％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では 0.8％、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では 0.9％となっている。 

また、使
し

用
よう

している機
き

器
き

として「携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

」や「 G
じー

P
ぴー

S
えす

発
はっ

信
しん

機
き

」、「テレビ」などが挙
あ

げられて

いる。 
 

（４）コミュニケーション手
しゅ

段
だん

 

コミュニケーションの際
さい

の手
しゅ

段
だん

・機
き

器
き

等
とう

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「携帯
けいたい

/スマートフォンのメール・ S
えす

N
えぬ

S
えす

」が最
もっと

も多
おお

くなっている。 

 

（５）コミュニケーションや情
じょう

報
ほう

取得
しゅとく

のために充
じゅう

実
じつ

すべきこと（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

コミュニケーションや 情
じょう

報
ほう

取得
しゅとく

のために 充
じゅう

実
じつ

すべきことは、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「パソコン/携帯
けいたい

メール・ S
えす

N
えぬ

S
えす

による情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

を増
ふ

やす」がそれぞれ 25.9％、

34.4％、37.2％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
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14 ぺージ 

（３）情報通信機器（ICT 機器）の利用頻度 

①パソコン 

パソコンの利用頻度について、“使用している”ひと（「よく使う」、「まあ使う」の合計）は

身体障害者では 33.6％、知的障害者では 14.2％、精神障害者では 43.7％、難病患者では

48.7％、施設入所者では 2.6％となっている。 

②スマートフォン 

スマートフォンの利用頻度について、“使用している”ひと（「よく使う」「まあ使う」の合

計）は身体障害者では 63.0％、知的障害者では 39.2％、精神障害者では 81.9％、難病患者では

78.8％、施設入所者では 1.9％となっている。 

③タブレット型端末 

タブレット型端末の利用頻度について、“使用している”ひと（「よく使う」「まあ使う」の合

計）は身体障害者では 23.2％、知的障害者では 26.8％、精神障害者では 23.0％、難病患者では

23.2％、施設入所者では 0.9％となっている。 

④その他 

その他の利用頻度について、“使用している”ひと（「よく使う」「まあ使う」の合計）は身体

障害者では 1.8％、知的障害者では 2.5％、精神障害者では 0.6％、難病患者では 0.8％、施設入

所者では 0.9％となっている。 

また、使用している機器として「携帯電話」や「GPS 発信機」、「テレビ」などが挙げられてい

る。 

（４）コミュニケーション手段 

コミュニケーションの際の手段・機器等の利用状況は、身体障害者、精神障害者、難病患者では

「携帯/スマートフォンのメール・ＳＮＳ」が最も多くなっている。 

 

（５）コミュニケーションや情報取得のために充実すべきこと（複数回答） 

コミュニケーションや情報取得のために充実すべきことは、身体障害者、精神障害者、難病患者

では「パソコン/携帯メール・ＳＮＳによる情報提供を増やす」がそれぞれ 25.9％、34.4％、

37.2％と最も多くなっている。 
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９ 障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービスについて 

（１）最
さい

近
きん

１年
ねん

間
かん

に利
り

用
よう

したサービス（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

最
さい

近
きん

１年
ねん

間
かん

に利用
り よ う

した福祉
ふ く し

サービスは、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「福祉
ふ く し

タクシー券
けん

の交
こう

付
ふ

、自
じ

動車
どうしゃ

燃
ねん

料
りょう

費
ひ

の助成
じょせい

等
とう

」が 26.7％となっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

・放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービスなど」がそれぞれ 32.2％、85.8％となっている。精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「訪問
ほうもん

看護
か ん ご

などの医
い

療
りょう

系
けい

サービス」が 15.5％となっている。難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

用
よう

具
ぐ

の給
きゅう

付
ふ

・

レンタル」が 11.3％となっている。 
 

（２）必
ひつ

要
よう

だと思
おも

うサービスの利
り

用
よう

状
じょう

況
きょう

 

必要
ひつよう

だと思
おも

うサービスの利
り

用
よう

状 況
じょうきょう

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では“利
り

用
よう

している”人
ひと

（「十 分
じゅうぶん

利
り

用
よう

している」、「十分
じゅうぶん

ではないが、ほぼ利
り

用
よう

している」の合計
ごうけい

）

はそれぞれ 41.1％、55.2％、70.8％となっている。 

一
いっ

方
ぽう

で、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

では“利
り

用
よう

している”人
ひと

がそれぞれ 34.2％、22.6％となって

いる。 
 

（３）必要
ひつよう

だと思
おも

うサービスをあまり利
り

用
よう

できていない理
り

由
ゆう

（複
ふく

数
すう

回答
かいとう

） 

必要
ひつよう

だと思
おも

うサービスを“あまり利
り

用
よう

していない”と回答
かいとう

した人
ひと

の理
り

由
ゆう

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「どのようなサービスがあるかわからないか

ら」がそれぞれ 39.4％、52.6％、52.1％、40.0％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「サ

ービスに空
あ

きがなく利用
り よ う

できないから」が 43.7％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：必要
ひつよう

なサービスを“あまり利用
り よ う

していない”と回答
かいとう

した人
ひと

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者
児童発達支援事業

利用者

調査数 94 71 76 48 15

自己負担が大きいから 16.0 15.5 19.7 20.8 13.3

支給要件に該当しないから 12.8 12.7 15.8 29.2 6.7

必要とするサービスがないから 14.9 12.7 21.1 14.6 6.7

どのようなサービスがあるかわからないから 39.4 26.8 52.6 52.1 40.0

利用の仕方がわからないから 25.5 21.1 36.8 25.0 26.7

個別のニーズに対応できないから 7.4 28.2 11.8 10.4 26.7

サービスに空きがなく利用できないから 4.3 43.7 10.5 2.1 33.3

医療的ケアが理由で受け入れ先がない 2.1 1.4 3.9 2.1 0.0

その他 11.7 12.7 11.8 8.3 6.7

わからない 11.7 4.2 9.2 6.3 6.7

無回答 2.1 2.8 1.3 0.0 6.7

15 

 

15 ページ 

９ 障害福祉サービスについて 

（１）最近１年間に利用したサービス（複数回答） 

最近１年間に利用した福祉サービスは、身体障害者では「福祉タクシー券の交付、自動車燃料費

の助成等」が 26.7％となっている。知的障害者、児童発達支援事業利用者では「児童発達支援・

放課後等デイサービスなど」がそれぞれ 32.2％、85.8％となっている。精神障害者では「訪問看

護などの医療系サービス」が 15.5％となっている。難病患者では「日常生活用具の給付・レンタ

ル」が 11.3％となっている。 

（２）必要だと思うサービスの利用状況 

必要だと思うサービスの利用状況は、身体障害者、知的障害者、児童発達支援事業利用者では

“利用している”ひと（「十分利用している」、「十分ではないが、ほぼ利用している」の合

計）はそれぞれ 41.1％、55.2％、70.8％となっている。 

一方で、精神障害者、難病患者では “利用している”人がそれぞれ 34.2％、22.6％となってい

る。 

（３）必要だと思うサービスをあまり利用できていない理由（複数回答） 

必要だと思うサービスを“あまり利用していない”と回答した人の理由は、身体障害者、精神障

害者、難病患者、児童発達支援事業利用者では「どのようなサービスがあるかわからないから」

がそれぞれ 39.4％、52.6％、52.1％、40.0％と最も多くなっている。知的障害者では「サービス

に空きがなく利用できないから」が 43.7％と最も多くなっている。 
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（４）今
こん

後
ご

も引
ひ

き続
つづ

き、あるいは新
あら

たに利
り

用
よう

したいと思
おも

う福
ふく

祉
し

サービス（複
ふく

数
すう

回答
かいとう

） 

今後
こ ん ご

も引
ひ

き続
つづ

き、あるいは新
あら

たに利用
り よ う

したいと思
おも

う福祉
ふ く し

サービスは、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「福祉
ふ く し

タ

クシー券
けん

の交
こう

付
ふ

、自
じ

動車
どうしゃ

燃
ねん

料
りょう

費
ひ

の助成
じょせい

等
とう

」が 39.0％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では

「移
い

動
どう

支援
し え ん

・同
どう

行
こう

援
えん

護
ご

」が 40.8％と最
もっと

も多
おお

くなっている。精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

や

就労
しゅうろう

定
てい

着
ちゃく

支援
し え ん

、 就
しゅう

労
ろう

選
せん

択
たく

支
し

援
えん

など働
はたら

くための支援
し え ん

」が 19.5％となっている。難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では

「福祉
ふ く し

タクシー券
けん

の交
こう

付
ふ

、自
じ

動車
どうしゃ

燃
ねん

料
りょう

費
ひ

の助成
じょせい

等
とう

」が 29.5％となっている。児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

・放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービスなど」が 81.4％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

（５）必要
ひつよう

だと思
おも

う入浴
にゅうよく

サービス（複
ふく

数
すう

回答
かいとう

） 

①必要
ひつよう

だと思
おも

う入 浴
にゅうよく

サービス 

必要
ひつよう

な入浴
にゅうよく

サービスは、すべての障
しょう

害
がい

種
しゅ

別
べつ

で「ヘルパーを利用
り よ う

して自
じ

宅
たく

の浴
よく

室
しつ

での入浴
にゅうよく

」が

最
もっと

も多
おお

く、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 64.9％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 64.3％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では 72.7％となって

いる。 

 ②身
み

近
ぢか

な福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

で機
き

械
かい

浴
よく

などのバリアフリー設
せつ

備
び

がある入浴
にゅうよく

設
せつ

備
び

の利用
り よ う

意
い

向
こう

  

バリアフリー設
せつ

備
び

がある入 浴
にゅうよく

サービスの利
り

用
よう

意
い

向
こう

は、すべての 障
しょう

害
がい

種
しゅ

別
べつ

で「ヘルパー等
とう

の

介助
かいじょ

があれば利
り

用
よう

したい」が最
もっと

も多
おお

く、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 56.1％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 71.4％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では 54.5％となっている。 
 

（６）グループホーム利
り

用
よう

時
じ

に必
ひつ

要
よう

なこと（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

グループホーム利用
り よ う

時
じ

に必要
ひつよう

なことは、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「家族
か ぞ く

がいる場
ば

所
しょ

に近
ちか

いこと」がそれぞれ 86.4％、76.1％と最
もっと

も多
おお

くなっている。精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「練
ねり

馬
ま

区
く

内
ない

にある

こと」が 58.3％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

（７）介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

サービスの利
り

用
よう

状
じょう

況
きょう

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

サービスの利用
り よ う

状 況
じょうきょう

は、「介護
か い ご

保
ほ

険
けん

サービスは利用
り よ う

していない」と回
かい

答
とう

した人
ひと

が５割
わり

～８割
わり

となっている。「訪問
ほうもん

介護
か い ご

（ホームヘルプ）を利用
り よ う

している」と回答
かいとう

した人
ひと

は、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

では 10.4％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 10.6％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 5.7％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では 9.4％となって

いる。 

 

（８）要
よう

介護
か い ご

度
ど

 

要
よう

介護
か い ご

度
ど

は、身体
しんたい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「要
よう

支援
し え ん

２」が 19.6％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

で

は「要
よう

介護
か い ご

５」が 20.0％と最
もっと

も多
おお

くなっている。精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「要
よう

介護
か い ご

２」が

それぞれ 20.0％、25.7％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
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16 ページ 

（４）今後も引き続き、あるいは新たに利用したいと思う福祉サービス（複数回答） 

今後も引き続き、あるいは新たに利用したいと思う福祉サービスは、身体障害者では「福祉タク

シー券の交付、自動車燃料費の助成等」が 39.0％、知的障害者では「移動支援・同行援護」が

40.8％と最も多くなっている。精神障害者では「就労移行支援や就労定着支援、就労選択支援な

ど働くための支援」が 19.5％、難病患者では「福祉タクシー券の交付、自動車燃料費の助成等」

が 29.5％となっている。児童発達支援事業利用者では「児童発達支援・放課後等デイサービスな

ど」が 81.4％と最も多くなっている。 

（５）必要だと思う入浴サービス（複数回答） 

必要な入浴サービスは、すべての障害種別で「ヘルパーを利用して自宅の浴室での入浴」が最も

多く、身体障害者では 64.9％、知的障害者では 64.3％、難病患者では 72.7％となっている。 

（６）グループホーム利用時に必要なこと（複数回答） 

グループホーム利用時に必要なことは、身体障害者、知的障害者では「家族がいる場所に近いこ

と」がそれぞれ 86.4％、76.1％と最も多くなっている。精神障害者では「練馬区内にあること」

が 58.3％と最も多くなっている。 

（７）介護保険サービスの利用状況（複数回答） 

介護保険サービスの利用状況は、「介護保険サービスは利用していない」と回答した人が５割～

８割となっている。「訪問介護（ホームヘルプ）を利用している」と回答した人は、身体障害者

では 10.4％、知的障害者では 10.6％、精神障害者では 5.7％、難病患者では 9.4％となってい

る。 

（８）要介護度 

要介護度は、身体障害者では「要支援２」が 19.6％と最も多くなっている。知的障害者では「要

介護５」が 20.0％と最も多くなっている。精神障害者、難病患者では「要介護２」がそれぞれ

20.0％、25.7％と最も多くなっている。 
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（９）障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービスとの併用
へいよう

で困
こま

っていること（複
ふく

数
すう

回答
かいとう

） 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスとの併用
へいよう

で困
こま

っていることは、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「利用
り よ う

者
しゃ

自
じ

己
こ

負
ふ

担
たん

が増
ふ

えた」

が 6.2％となっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの上
うわ

乗
の

せの相
そう

談
だん

手
て

続
つづ

きが難
むずか

しかっ

た」が 10.0％となっている。精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「その他
た

」が 10.0％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「利用
り よ う

者
しゃ

自
じ

己
こ

負
ふ

担
たん

が増
ふ

えた」が 8.6％となっている。 
 

１０ 将
しょう

来
らい

について 

（１）今
こん

後
ご

希
き

望
ぼう

する日
にっ

中
ちゅう

の過
す

ごし方
かた

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

今後
こ ん ご

希
き

望
ぼう

する日中
にっちゅう

の過
す

ごし方
かた

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「自
じ

宅
たく

で過
す

ごしたい」がそれ

ぞれ 49.8％、45.8％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「学校
がっこう

に通
かよ

いたい」が 32.7％と

最
もっと

も多
おお

くなっている。施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では「今
いま

いる施
し

設
せつ

で過
す

ごしたい」が 74.1％と最
もっと

も多
おお

くなっ

ている。 
 

（２）希
き

望
ぼう

する暮
く

らし方
かた

 

①５年
ねん

後
ご

 

５年
ねん

後
ご

の希
き

望
ぼう

する暮
く

らし方
かた

の第
だい

１希
き

望
ぼう

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「家族
か ぞ く

と一緒
しょ

に暮
く

らしたい」が約
やく

４割
わり

～６割
わり

と最
もっと

も多
おお

くなっている。施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では「施
し

設
せつ

に入所
にゅうしょ

して暮
く

らしたい」が 55.0％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 

②１０年
ねん

後
ご

 

10年
ねん

後
ご

の希
き

望
ぼう

する暮
く

らし方
かた

の第
だい

１希
き

望
ぼう

は、「５年
ねん

後
ご

」と同
どう

様
よう

の傾
けい

向
こう

で、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「家族
か ぞ く

と一
いっ

緒
しょ

に暮
く

らしたい」が約
やく

４割
わり

～６割
わり

と最
もっと

も多
おお

くなって

いる。施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では「施
し

設
せつ

に入 所
にゅうしょ

して暮
く

らしたい」が 53.1％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 

③２０年
ねん

後
ご

 

20年
ねん

後
ご

の希
き

望
ぼう

する暮
く

らし方
かた

の第
だい

１希
き

望
ぼう

は、「５年
ねん

後
ご

」、「10年
ねん

後
ご

」と同様
どうよう

の傾
けい

向
こう

にあるが、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「10年
ねん

後
ご

」より「家族
か ぞ く

と一緒
しょ

に暮
く

らしたい」が約
やく

１割
わり

～３割
わり

減
げん

少
しょう

し、「施
し

設
せつ

に入 所
にゅうしょ

して暮
く

らしたい」、「わからない」が増
ぞう

加
か

している。 
 

（３）ひとりで暮
く

らすこと、グループホームで暮
く

らすことへの不
ふ

安
あん

や心
しん

配
ぱい

なこと（複
ふく

数
すう

回答
かいとう

） 

ひとりで暮
く

らすために必要
ひつよう

なことは、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「体調
たいちょう

が悪
わる

くなったときの

対応
たいおう

」がそれぞれ 53.4％、56.9％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「金銭
きんせん

管理
か ん り

や生活
せいかつ

費
ひ

のやりくり」が 54.9％と最
もっと

も多
おお

くなっている。精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「家
や

賃
ちん

の負
ふ

担
たん

」が 55.8％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
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17 ページ 

（９）障害福祉サービスとの併用で困っていること（複数回答） 

障害福祉サービスとの併用で困っていることは、身体障害者では「利用者自己負担が増えた」が

6.2％、知的障害者では「障害福祉サービスの上乗せの相談手続きが難しかった」が 10.0％、精神

障害者では「その他」が 10.0％、難病患者では「利用者自己負担が増えた」が 8.6％となってい

る。 

１０ 将来について 

（１）今後希望する日中の過ごし方（複数回答） 

今後希望する日中の過ごし方は、身体障害者、精神障害者では「自宅で過ごしたい」がそれぞれ

49.8％、45.8％と最も多くなっている。知的障害者では「学校に通いたい」が 32.7％、施設入所

者では「今いる施設で過ごしたい」が 74.1％と最も多くなっている。 

（２）希望する暮らし方 

①５年後 

５年後の希望する暮らし方の第１希望は、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者では

「家族と一緒に暮らしたい」が約４割～６割と最も多くなっている。施設入所者では「施設に入

所して暮らしたい」が 55.0％と最も多くなっている。 

②１０年後 

10 年後は、「５年後」と同様の傾向で、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者では

「家族と一緒に暮らしたい」が約４割～６割と最も多くなっている。施設入所者では「施設に入

所して暮らしたい」が 53.1％と最も多くなっている。 

③２０年後 

20 年後は、「５年後」、「10 年後」と同様の傾向にあるが、身体障害者、知的障害者、難病患者

では「10年後」より「家族と一緒に暮らしたい」が約１割～３割減少し、「施設に入所して暮ら

したい」、「わからない」が増加している。 

（３）

ひとりで暮らすこと、グループホームで暮らすことへの不安や心配なこと（複数回答） 

ひとりで暮らすために必要なことは、身体障害者、難病患者では「体調が悪くなったときの対

応」がそれぞれ 53.4％、56.9％、知的障害者では「金銭管理や生活費のやりくり」が 54.9％、精

神障害者では「家賃の負担」が 55.8％と最も多くなっている。 
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（４）地
ち

域
いき

で暮
く

らすために必
ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

や環
かん

境
きょう

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

）（施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

のみ） 

希
き

望
ぼう

する暮
く

らし方
かた

で「ひとりで暮
く

らしたい」、「家族
か ぞ く

と一
いっ

緒
しょ

に暮
く

らしたい」、「グループホームで

暮
く

らしたい」と回答
かいとう

した施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

の必要
ひつよう

な支援
し え ん

や環
かん

境
きょう

は、「介助者
かいじょしゃ

がいること」が 56.1％と

最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「困
こま

ったときに相談
そうだん

できる人
ひと

がいること」が 38.8％、「金銭
きんせん

管理
か ん り

の支援
し え ん

」が

37.8％となっている。 
 

（５）練
ねり

馬
ま

区
く

での定
てい

住
じゅう

意
い

向
こう

 

練馬
ね り ま

区
く

での定
てい

住
じゅう

意
い

向
こう

について、「住
す

み続
つづ

けたい」と回答
かいとう

した人
ひと

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 76.4％、

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 72.1％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 63.8％、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では 70.5％、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では 75.2％となっている。施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

で、練馬
ね り ま

区
く

に「住
す

みたい」と回答
かいとう

した人
ひと

は 21.4％

となっている。 
 

１１ 災
さい

害
がい

対
たい

策
さく

について 

（１）避
ひ

難
なん

拠
きょ

点
てん

の認
にん

知
ち

度
ど

 

最
も

寄
よ

りの避
ひ

難
なん

拠
きょ

点
てん

を「知
し

っている」人
ひと

の割
わり

合
あい

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 77.4％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では

65.1％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 66.5％、難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

では 78.0％、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では 87.6％

となっている。 
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18 ページ 

（４）地域で暮らすために必要な支援や環境（複数回答）（施設入所者のみ） 

希望する暮らし方で「ひとりで暮らしたい」、「家族と一緒に暮らしたい」、「グループホーム

で暮らしたい」と回答した施設入所者の必要な支援や環境は、「介助者がいること」が 56.1％と

最も多く、次いで「困ったときに相談できる人がいること」が 38.8％、「金銭管理の支援」が

37.8％となっている。 

（５）練馬区での定住意向 

練馬区での定住意向について、「住み続けたい」と回答した人は、身体障害者では 76.4％、知的

障害者では 72.1％、精神障害者では 63.8％、難病患者では 70.5％、児童発達支援事業利用者では

75.2％となっている。施設入所者で、練馬区に「住みたい」と回答した人は 21.4％となってい

る。 

１１ 災害対策について 

（１）避難拠点の認知度 

最寄りの避難拠点を「知っている」人の割合は、身体障害者では 77.4％、知的障害者では

65.1％、精神障害者では 66.5％、難病患者では 78.0％、児童発達支援事業利用者では 87.6％とな

っている。 
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（２）避
ひ

難
なん

拠
きょ

点
てん

まで自
じ

力
りき

避
ひ

難
なん

の可
か

否
ひ

 

最
も

寄
よ

りの避
ひ

難
なん

拠
きょ

点
てん

まで自
じ

力
りき

避
ひ

難
なん

が「できると思
おも

う」と回答
かいとう

した人
ひと

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 65.3％、

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 37.7％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 87.9％、難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

では 80.6％、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では 82.8％となっている。 

 

 

※ベース：最
も

寄
よ

りの避
ひ

難
なん

拠
きょ

点
てん

を知
し

っていると回答
かいとう

した人
ひと

 

 

（３）災
さい

害
がい

に備
そな

えて必
ひつ

要
よう

な対
たい

策
さく

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

災害
さいがい

に備
そな

えて、または災害
さいがい

時
じ

に必要
ひつよう

な対策
たいさく

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「避
ひ

難
なん

しやすい避
ひ

難
なん

所
じょ

を整
せい

備
び

する」がそれぞれ 40.5％、49.9％、47.7％、

60.2％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「避
ひ

難
なん

時
じ

の支援
し え ん

体制
たいせい

、地
ち

域
いき

で助
たす

け合
あ

える体制
たいせい

を

整
せい

備
び

する」が 46.4％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

１２ 権
けん

利
り

擁
よう

護
ご

について 

（１）差
さ

別
べつ

や人
じん

権
けん

侵
しん

害
がい

を受
う

けていると感
かん

じることの有
う

無
む

 

“差
さ

別
べつ

や人権
じんけん

侵害
しんがい

を受
う

けていると感
かん

じる”人
ひと

（「いつも感
かん

じる」、「たまに感
かん

じる」の合計
ごうけい

）は身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 25.7％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 58.1％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 39.5％、難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

では 11.3％、

施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では 17.8％となっている。 

 

（２）地
ち

域
いき

での 障
しょう

害
がい

に対
たい

する理
り

解
かい

 

地
ち

域
いき

で暮
く

らす上
うえ

で、障 害
しょうがい

に対
たい

する理解
り か い

を“得
え

られていないと感
かん

じる”人
ひと

（「時々
ときどき

得
え

られていな

いと感
かん

じる」、「あまり得
え

られていないと感
かん

じる」、「まったく得
え

られていないと感
かん

じる」の合計
ごうけい

）

は身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 38.5％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 62.4％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 41.7％、難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

では

32.0％、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では 52.3％となっている。 
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19 ページ 

（２）避難拠点まで自力避難の可否 

最寄りの避難拠点まで自力避難が「できると思う」と回答した人は、身体障害者では 65.3％、知

的障害者では 37.7％、精神障害者では 87.9％、難病患者では 80.6％、児童発達支援事業利用者で

は 82.8％となっている。 

（３）災害に備えて必要な対策（複数回答） 

災害に備えて、または災害時に必要な対策は、身体障害者、精神障害者、難病患者、児童発達支

援事業利用者では「避難しやすい避難所を整備する」がそれぞれ 40.5％、49.9％、47.7％、

60.2％と最も多くなっている。知的障害者では「避難時の支援体制、地域で助け合える体制を整

備する」が 46.4％と最も多くなっている。 

１２ 権利擁護について 

（１）差別や人権侵害を受けていると感じることの有無 

“差別や人権侵害を受けていると感じる”ひと（「いつも感じる」、「たまに感じる」の合計）

は身体障害者では 25.7％、知的障害者では 58.1％、精神障害者では 39.5％、難病患者では

11.3％、施設入所者では 17.8％となっている。 

（２）地域での障害に対する理解 

地域で暮らす上で、障害に対する理解を“得られていないと感じる”ひと（「時々得られていな

いと感じる」、「あまり得られていないと感じる」、「まったく得られていないと感じる」の合

計）は身体障害者では 38.5％、知的障害者では 62.4％、精神障害者では 41.7％、難病患者では

32.0％、児童発達支援事業利用者では 52.3％となっている。 
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（３）障
しょう

害
がい

および障
しょう

害
がい

者
しゃ

への区
く

民
みん

の理
り

解
かい

を深
ふか

めるために必
ひつ

要
よう

なこと（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

障害
しょうがい

および障害者
しょうがいしゃ

への区
く

民
みん

の理解
り か い

を深
ふか

めるために必要
ひつよう

なことは、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「障 害
しょうがい

への理解
り か い

を深
ふか

めるための広
こう

報
ほう

・啓発
けいはつ

を充
じゅう

実
じつ

する」がそれぞれ 33.7％、34.4％、

41.4％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「学校
がっこう

における福祉
ふ く し

教
きょう

育
いく

・人権
じんけん

教
きょう

育
いく

を充
じゅう

実
じつ

す

る」が 50.5％と最
もっと

も多
おお

くなっている。施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では「福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

が地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

との交
こう

流
りゅう

を進
すす

め

る」が 27.2％となっている。児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「障害
しょうがい

や発達
はったつ

に課
か

題
だい

のある子
こ

どもへ

の支援
し え ん

の充
じゅう

実
じつ

」が 64.6％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

（４）合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

を求
もと

めたことの有
う

無
む

 

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

を求
もと

めたことが「ある」と回
かい

答
とう

した人
ひと

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 26.2％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

で

は 26.6％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 19.5％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では 11.3％、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では 44.7％、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では 16.8％となっている。 

 

（５）合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

を求
もと

めたことがない理
り

由
ゆう

 

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

を求
もと

めたことがない理
り

由
ゆう

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

、

児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

を必
ひつ

要
よう

とする場
ば

面
めん

・機
き

会
かい

にあったことがない」がそれ

ぞれ 61.1％、47.0％、61.8％、70.2％、73.9％と最
もっと

も多
おお

くなっている。施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では「合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

について知
し

らなかった」が 46.6％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

（６）成
せい

年
ねん

後
こう

見
けん

制
せい

度
ど

の認
にん

知
ち

度
ど

 

成
せい

年
ねん

後
こう

見
けん

制
せい

度
ど

を“知
し

っている”と回答
かいとう

した人
ひと

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 55.0％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では

47.7％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 48.2％、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では 61.8％、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では 33.0％となっている。 

① 成
せい

年
ねん

後
こう

見
けん

制
せい

度
ど

の利
り

用
よう

意
い

向
こう

 

成
せい

年
ねん

後見
こうけん

制
せい

度
ど

の利
り

用
よう

意
い

向
こう

では、“利
り

用
よう

意
い

向
こう

がある”人
ひと

（「現在
げんざい

利用
り よ う

している」、「今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」

の合計
ごうけい

）は身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 9.8％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 32.5％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 12.8％、難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

では 11.7％、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では 35.2％となっている。 

② 成
せい

年
ねん

後
こう

見
けん

制
せい

度
ど

を利
り

用
よう

しない（したくない）理
り

由
ゆう

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

成
せい

年
ねん

後見
こうけん

制
せい

度
ど

の利
り

用
よう

意
い

向
こう

で「利用
り よ う

したいと思
おも

わない」と回答
かいとう

した人
ひと

の成
せい

年
ねん

後見
こうけん

制
せい

度
ど

を利用
り よ う

しな

い（したくない）理
り

由
ゆう

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「必要
ひつよう

がない」が５割
わり

台
だい

と

なっている。また、「十 分
じゅうぶん

な支援
し え ん

が受
う

けられるかわからない」は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 16.1％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 34.0％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 21.6％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では 14.1％となっている。 
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20 ページ 

（３）障害および障害者への区民の理解を深めるために必要なこと（複数回答） 

身体障害者、精神障害者、難病患者では「障害への理解を深めるための広報・啓発を充実する」

がそれぞれ 33.7％、34.4％、41.4％と最も多くなっている。知的障害者では「学校における福祉

教育・人権教育を充実する」が 50.5％、施設入所者では「福祉施設が地域住民との交流を進め

る」が 27.2％、児童発達支援事業利用者では「障害や発達に課題のある子どもへの支援の充実」

が 64.6％と最も多くなっている。 

（４）合理的配慮を求めたことの有無 

合理的配慮を求めたことが「ある」と回答した人は、身体障害者では 26.2％、知的障害者では

26.6％、精神障害者では 19.5％、難病患者では 11.3％、施設入所者では 44.7％、児童発達支援事

業利用者では 16.8％となっている。 

（５）合理的配慮を求めたことがない理由 

合理的配慮を求めたことがない理由は、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者、児童

発達支援事業利用者では「合理的配慮を必要とする場面・機会にあったことがない」がそれぞれ

61.1％、47.0％、61.8％、70.2％、73.9％と最も多くなっている。施設入所者では「合理的配慮

について知らなかった」が 46.6％と最も多くなっている。 

（６）成年後見制度の認知度 

成年後見制度を“知っている”と回答した人は、身体障害者では 55.0％、知的障害者では

47.7％、精神障害者では 48.2％、難病患者では 61.8％、施設入所者では 33.0％となっている。 

①成年後見制度の利用意向 

成年後見制度の利用意向では、“利用意向がある”ひと（「現在利用している」、「今後利用し

たい」の合計）は身体障害者では 9.8％、知的障害者では 32.5％、精神障害者では 12.8％、難病

患者では 11.7％、施設入所者では 35.2％となっている。 

②成年後見制度を利用しない（したくない）理由（複数回答） 

身体障害者、精神障害者、難病患者では「必要がない」が５割台となっている。 
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１３ 障
しょう

害
がい

者
しゃ

施
し

策
さく

全
ぜん

般
ぱん

について 

（１）障
しょう

害
がい

者
しゃ

施
し

策
さく

を充
じゅう

実
じつ

するために必
ひつ

要
よう

なこと（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

障害者
しょうがいしゃ

施
し

策
さく

を 充
じゅう

実
じつ

するために必要
ひつよう

なことは、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「障害者
しょうがいしゃ

や高
こう

齢
れい

者
しゃ

にやさしい

まちづくりをすすめること」、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

では「当
とう

事
じ

者
しゃ

のみでなく、家族
か ぞ く

を支
ささ

える

支援
し え ん

を充
じゅう

実
じつ

すること」、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「障害
しょうがい

のある方
かた

の働
はたら

く場
ば

の確
かく

保
ほ

や働
はたら

き続
つづ

けるための

支援
し え ん

を充
じゅう

実
じつ

すること」、難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「障害
しょうがい

の早
そう

期
き

発
はっ

見
けん

・早
そう

期
き

療
りょう

育
いく

に努
つと

めること」、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「障害
しょうがい

のある子
こ

どもそれぞれの状 況
じょうきょう

や発達
はったつ

に応
おう

じた教
きょう

育
いく

を進
すす

めること」

が最
もっと

も多
おお

くなっている。 

（単位：％） 

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者 施設入所者
児童発達支援事

業利用者

調査数 615 444 483 495 309 113

障害の早期発見・早期療育に努めること 26.2 39.6 42.2 42.0 13.9 68.1

障害のある方とない方の交流を進め、相互理解を深
めること

25.0 40.3 28.2 19.4 32.0 41.6

障害のある子どもそれぞれの状況や発達に応じた教
育を進めること

28.1 56.5 35.2 28.1 14.2 74.3

障害のある方の働く場の確保や働き続けるための支
援を充実すること

33.0 55.4 50.1 40.4 16.8 50.4

ホームヘルパーの派遣など在宅生活支援サービスを
充実すること

26.8 33.1 21.7 29.1 12.9 14.2

区内で利用できる施設を整備すること 25.9 47.1 25.7 29.9 19.7 48.7

障害者や高齢者にやさしいまちづくりを進めること 37.2 47.7 35.2 34.9 29.1 23.9

障害のある方の住まいとしてグループホームを整備
すること

16.3 52.9 16.6 12.5 12.0 20.4

公営住宅や民間住宅など住まいを確保するための支
援を充実すること

28.1 29.3 33.3 25.3 7.1 18.6

文化芸術、スポーツ、レクリエーション活動に参加でき
るよう支援すること

15.3 24.1 18.8 14.5 14.9 24.8

障害のある当事者による活動を支援すること 14.3 27.3 20.7 12.5 12.6 20.4

ボランティア活動を充実すること 13.5 15.3 9.9 8.5 6.5 8.8

障害者施策や福祉に関する情報提供を充実すること 27.0 32.9 30.2 28.3 9.7 25.7

相談体制を充実し、適切な支援をすること 25.0 51.4 37.9 34.3 26.2 38.1

サービスの利用手続きをしやすくするため、受付窓口
を充実すること

29.6 32.0 33.5 36.0 12.6 35.4

当事者のみでなく、家族を支える支援を充実すること 33.7 61.9 40.4 37.8 32.7 46.9

その他 2.4 6.1 5.4 3.4 7.1 4.4

特にない 10.1 3.8 9.3 7.7 26.9 2.7

無回答 12.8 5.0 5.2 6.3 8.4 3.5
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21 ページ 

１３ 障害者施策全般について 

（１）障害者施策を充実するために必要なこと（複数回答） 

障害者施策を充実するために必要なことは、身体障害者では「障害者や高齢者にやさしいまちづ

くりをすすめること」、知的障害者、施設入所者では「当事者のみでなく、家族を支える支援を

充実すること」、精神障害者では「障害のある方の働く場の確保や働き続けるための支援を充実

すること」、難病患者では「障害の早期発見・早期療育に努めること」、児童発達支援事業利用

者では「障害のある子どもそれぞれの状況や発達に応じた教育を進めること」が最も多くなって

いる。 

 

  



22 

１４ 介
かい

助
じょ

・援
えん

助
じょ

者
しゃ

の意
い

向
こう

 

（１）介
かい

助
じょ

・援
えん

助
じょ

する方
かた

の性
せい

別
べつ

 

介助
かいじょ

・援助
えんじょ

する方
かた

の性
せい

別
べつ

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「男性
だんせい

」が 13.3％、「女
じょ

性
せい

」が 35.1％となってい

る。 

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「男性
だんせい

」が 14.2％、「女
じょ

性
せい

」が 69.4％となっている。 

精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「男性
だんせい

」が 15.7％、「女
じょ

性
せい

」が 20.3％となっている。 

難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「男性
だんせい

」が 16.4％、「女
じょ

性
せい

」が 22.2％となっている。 

児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「男性
だんせい

」が 8.0％、「女
じょ

性
せい

」が 77.9％となっている。 
 

（２）介助
かいじょ

・援助
えんじょ

する方
かた

の年
ねん

齢
れい

 

介助
かいじょ

・援助
えんじょ

する方
かた

の年
ねん

齢
れい

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「50歳
さい

代
だい

」が 11.5％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「40歳
さい

代
だい

」が 29.1％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 

精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「50歳
さい

代
だい

」が 9.5％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 

難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「60歳
さい

代
だい

」「70歳
さい

代
だい

」が 9.1％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 

児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「40歳
さい

代
だい

」が 42.5％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

（３）介助
かいじょ

・援助
えんじょ

する方
かた

の続柄
つづきがら

 

介助
かいじょ

・援助
えんじょ

する方
かた

の続
つづき

柄
がら

は、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

を除
のぞ

いたいずれの障
しょう

害
がい

種
しゅ

別
べつ

においても「母
はは

」が最
もっと

も

多
おお

く、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 17.4％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 66.0％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 12.2％、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では 61.1％となっている。難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「妻
つま

」が 12.9％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

（４）介助
かいじょ

・援助
えんじょ

する方
かた

の健康
けんこう

状
じょう

態
たい

 

介助
かいじょ

・援助
えんじょ

者
しゃ

の健康
けんこう

状
じょう

態
たい

が“よくない”人
ひと

（「あまりよくない」、「よくない」の合計
ごうけい

）は身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 12.3％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 16.7％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 14.3％、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では 11.5％、

児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では 16.8％となっている。 
 
（５）介

かい

助
じょ

・援
えん

助
じょ

する方
かた

の就
しゅう

労
ろう

・就
しゅう

学
がく

状
じょう

況
きょう

 

①就
しゅう

労
ろう

・就
しゅう

学
がく

状
じょう

況
きょう

 

介助
かいじょ

・援助
えんじょ

する方
かた

の就 労
しゅうろう

・就
しゅう

学
がく

状 況
じょうきょう

は、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

を除
のぞ

いたいずれの障
しょう

害
がい

種
しゅ

別
べつ

においても

「無
む

職
しょく

」が 最
もっと

も多
おお

く、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 24.9％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 30.2％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では

16.1％、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では 37.2％となっている。難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「正規
せ い き

社
しゃ

員
いん

」が 15.8％

と最
もっと

も多
おお

くなっている。 

②今
こん

後
ご

の就
しゅう

労
ろう

意
い

向
こう

 

介助
かいじょ

・援助
えんじょ

する方
かた

の今後
こ ん ご

の就
しゅう

労
ろう

意
い

向
こう

は、いずれの障
しょう

害
がい

種
しゅ

別
べつ

においても「現在
げんざい

と同
どう

様
よう

の形
かたち

で働
はたら

きたい」が最
もっと

も多
おお

く、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 27.2％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 32.0％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 32.5％、

難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では 38.7％、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では 36.7％となっている。 
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22 ページ 

１４ 介助・援助者の意向 

（１）介助・援助する方の性別 

介助・援助する方の性別は、身体障害者では「男性」が 13.3％、「女性」が 35.1％、知的障害者

では「男性」が 14.2％、「女性」が 69.4％、精神障害者では「男性」が 15.7％、「女性」が

20.3％、難病患者では「男性」が 16.4％、「女性」が 22.2％、児童発達支援事業利用者では「男

性」が 8.0％、「女性」が 77.9％となっている。 

（２）介助・援助する方の年齢 

介助・援助する方の年齢は、身体障害者では「50 歳代」が 11.5％、知的障害者では「40歳代」が

29.1％、精神障害者では「50 歳代」が 9.5％、難病患者では「60歳代」「70 歳代」が 9.1％、児

童発達支援事業利用者では「40 歳代」が 42.5％と最も多くなっている。 

（３）介助・援助する方の続柄 

介助・援助する方の続柄は、難病患者を除いたいずれの障害種別においても「母」が最も多く、

身体障害者では 17.4％、知的障害者では 66.0％、精神障害者では 12.2％、児童発達支援事業利用

者では 61.1％となっている。難病患者では「妻」が 12.9％と最も多くなっている。 

（４）介助・援助する方の健康状態 

介助・援助者の健康状態が“よくない”ひと（「あまりよくない」、「よくない」の合計）は身

体障害者では 12.3％、知的障害者では 16.7％、精神障害者では 14.3％、難病患者では 11.5％、

児童発達支援事業利用者では 16.8％となっている。 

（５）介助・援助する方の就労・就学状況 

①就労・就学状況 

難病患者を除いたいずれの障害種別においても「無職」が最も多く、身体障害者では 24.9％、知

的障害者では 30.2％、精神障害者では 16.1％、児童発達支援事業利用者では 37.2％となってい

る。難病患者では「正規社員」が 15.8％と最も多くなっている。 

②今後の就労意向 

介助・援助する方の今後の就労意向は、いずれの障害種別においても「現在と同様の形で働きた

い」が最も多く、身体障害者では 27.2％、知的障害者では 32.0％、精神障害者では 32.5％、難病

患者では 38.7％、児童発達支援事業利用者では 36.7％となっている。 
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（６）介
かい

助
じょ

・援
えん

助
じょ

するにあたって困
こま

っていること（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

介助
かいじょ

・援助
えんじょ

するにあたって困
こま

っていることは、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「長
ちょう

期
き

的
てき

な外出
がいしゅつ

ができない」

が 13.8％となっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「精
せい

神
しん

的
てき

な

負
ふ

担
たん

が大
おお

きい」がそれぞれ 34.9％、14.1％、34.9％と最
もっと

も多
おお

くなっている。難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「精
せい

神
しん

的
てき

な負
ふ

担
たん

が大
おお

きい」が 8.5％となっている。 
 

（７）当
とう

該
がい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

以
い

外
がい

の育
いく

児
じ

・介
かい

護
ご

等
とう

の状
じょう

況
きょう

 

①当
とう

該
がい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

以
い

外
がい

に育
いく

児
じ

・介
かい

護
ご

等
とう

が必
ひつ

要
よう

な人
ひと

の有
う

無
む

 

当
とう

該
がい

障害者
しょうがいしゃ

以
い

外
がい

に育
いく

児
じ

・介護
か い ご

等
とう

を「している」と回答
かいとう

した人は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 12.4％、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 29.7％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では 9.3％、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では 11.3％、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では 30.3％となっている。 
 

②育
いく

児
じ

・介
かい

護
ご

等
とう

が必
ひつ

要
よう

な人
ひと

と当
とう

該
がい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

との関
かん

係
けい

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

育
いく

児
じ

・介護
か い ご

等
とう

が必要
ひつよう

な人
ひと

と当
とう

該
がい

障害者
しょうがいしゃ

との関係
かんけい

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「父
ちち

・母
はは

」が 31.6％とな

っている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「兄弟
きょうだい

・姉妹
し ま い

」がそれぞれ 36.4％、87.9％

と最
もっと

も多
おお

くなっている。精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「子
こ

」がそれぞれ 42.2％、44.6％と最
もっと

も

多
おお

くなっている。 
 

③介
かい

助
じょ

・援
えん

助
じょ

を必
ひつ

要
よう

とする理
り

由
ゆう

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

当
とう

該
がい

障害者
しょうがいしゃ

以
い

外
がい

で介助
かいじょ

・援助
えんじょ

を必要
ひつよう

とする理
り

由
ゆう

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

は「高
こう

齢
れい

のため」が 46.1％、

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「育
いく

児
じ

中
ちゅう

のため」が 41.7％、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「障害
しょうがい

のため」が 44.4％、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「高
こう

齢
れい

のため」が 48.2％、児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「育
いく

児
じ

中
ちゅう

のため」が 69.7％と

最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

（８）家
か

族
ぞく

等
とう

支
し

援
えん

として区
く

に充
じゅう

実
じつ

してほしい施
し

策
さく

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

区
く

に充
じゅう

実
じつ

してほしい家族
か ぞ く

等
とう

支援
し え ん

施
し

策
さく

は、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

では「区
く

から

の情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

を増
ふ

やす」がそれぞれ 22.6％、14.5％、21.4％と最
もっと

も多
おお

くなっている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

では「家族
か ぞ く

等
とう

の 休
きゅう

養
よう

目
もく

的
てき

のショートステイや一
いち

時
じ

預
あず

かりを充
じゅう

実
じつ

させる」が 47.3％と最
もっと

も多
おお

くなっている。児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

利
り

用
よう

者
しゃ

では「区
く

からの情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

を増
ふ

やす」「家
か

族
ぞく

等
とう

の休
きゅう

養
よう

目
もく

的
てき

のショートステイや一
いち

時
じ

預
あず

かりを 充
じゅう

実
じつ

させる」がともに 39.8％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 

 

（９）地
ち

域
いき

で暮
く

らすことの可
か

能
のう

性
せい

と地
ち

域
いき

で暮
く

らすための支
し

援
えん

や環
かん

境
きょう

（施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

のみ） 

①地
ち

域
いき

で暮
く

らすことの可
か

能
のう

性
せい

 

施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

が地
ち

域
いき

で暮
く

らすことについて、「条
じょう

件
けん

が整
ととの

えば可
か

能
のう

だと思
おも

う」が 27.8％、「難
むずか

し

いと思
おも

う」が 59.9％となっている。 

②地
ち

域
いき

で暮
く

らすために必
ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

や環
かん

境
きょう

 

施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

が地
ち

域
いき

で暮
く

らすために必要
ひつよう

な支援
し え ん

や環
かん

境
きょう

について、「金銭
きんせん

管理
か ん り

の 

支援
し え ん

」が 70.9％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
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（６）介助・援助するにあたって困っていること（複数回答） 

身体障害者では「長期的な外出ができない」が 13.8％、難病患者では「精神的な負担が大きい」

が 8.5％となっている。知的障害者、精神障害者、児童発達支援事業利用者では「精神的な負担が

大きい」がそれぞれ 34.9％、14.1％、34.9％と最も多くなっている。 

（７）当該障害者以外の育児・介護等の状況 

①当該障害者以外に育児・介護等が必要な人の有無 

育児・介護等を「している」と回答した人は、身体障害者では 12.4％、知的障害者では 29.7％、

精神障害者では 9.3％、難病患者では 11.3％、児童発達支援事業利用者では 30.3％となってい

る。 

②育児・介護等が必要な人と当該障害者との関係（複数回答） 

身体障害者では「父・母」が 31.6％となっている。知的障害者、児童発達支援事業利用者では

「兄弟・姉妹」がそれぞれ 36.4％、87.9％、精神障害者、難病患者では「子」がそれぞれ

42.2％、44.6％と最も多くなっている。 

③介助・援助を必要とする理由（複数回答） 

身体障害者、難病患者では「高齢のため」がそれぞれ 46.1％、48.2％、知的障害者、児童発達支

援事業利用者では「育児中のため」がそれぞれ 41.7％、69.7％、精神障害者では「障害のため」

が 44.4％と最も多くなっている。 

（８）家族等支援として区に充実してほしい施策（複数回答） 

身体障害者、精神障害者、難病患者では「区からの情報提供を増やす」がそれぞれ 22.6％、

14.5％、21.4％、知的障害者では「家族等の休養目的のショートステイや一時預かりを充実させ

る」が 47.3％、児童発達支援事業利用者では「区からの情報提供を増やす」「家族等の休養目的

のショートステイや一時預かりを充実させる」がともに 39.8％と最も多くなっている。 

（９）地域で暮らすことの可能性と地域で暮らすための支援や環境（施設入所者のみ） 

①地域で暮らすことの可能性 

「条件が整えば可能だと思う」が 27.8％となっている。 

②地域で暮らすために必要な支援や環境 

「金銭管理の支援」が 70.9％と最も多くなっている。 

  

 

 

ユニボイスコード 
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Ⅲ 調
ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

の詳
しょう

細
さい

（事
じ

業
ぎょう

所
しょ

調
ちょう

査
さ

） 

１ 事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の基
き

本
ほん

情
じょう

報
ほう

 

（１）運営
うんえい

主
しゅ

体
たい

 

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の運営
うんえい

主
しゅ

体
たい

は、「企
き

業
ぎょう

（株
かぶ

式
しき

会社
かいしゃ

・有
ゆう

限
げん

会社
かいしゃ

等
とう

）」が 40.4％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

人
じん

」が 27.1％、「特
とく

定
てい

非
ひ

営
えい

利
り

活
かつ

動
どう

法
ほう

人
じん

（ N
えぬ

P
ぴー

O
おー

法
ほう

人
じん

）」が 22.9％となっている。 

 

 

 

（２）事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の所
しょ

在
ざい

地
ち

 

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の所在
しょざい

地
ち

は、「練馬
ね り ま

圏
けん

域
いき

」が 24.3％、「光
ひかり

が丘
おか

圏
けん

域
いき

」が 22.0％、「石
しゃく

神
じ

井
い

圏
けん

域
いき

」が 28.4％、

「大
おお

泉
いずみ

圏
けん

域
いき

」が 22.5％となっている。 
 

（３）事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の開
かい

始
し

年
ねん

度
ど

 

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の開
かい

始
し

年
ねん

度
ど

は、「平
へい

成
せい

」が 60.6％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「令
れい

和
わ

」が 27.5％、「昭
しょう

和
わ

」が

4.6％となっている。 
 

（４）提
てい

供
きょう

しているサービス（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

提
てい

供
きょう

しているサービスは、「居
きょ

宅
たく

介護
か い ご

」が 29.4％と 最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「 重
じゅう

度
ど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

」が

24.3％、「移
い

動
どう

支援
し え ん

事
じ

業
ぎょう

」が 16.1％となっている。 
 

（５）事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の定
てい

員
いん

（定
てい

員
いん

のあるサービスのみ） 

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の定
てい

員
いん

について、回答
かいとう

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

数
すう

が最
もっと

も多
おお

い「就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（Ｂ型
がた

）」の平均
へいきん

値
ち

は 27.0

人（中
ちゅう

央
おう

値
ち

20.0人
にん

）となっている。次
つ

いで回答
かいとう

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

数
すう

が多
おお

い「放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービス」の平均
へいきん

値
ち

は 9.6人
にん

（ 中
ちゅう

央
おう

値
ち

10.0人
にん

）、「 共
きょう

同
どう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（グループホーム）」の平均
へいきん

値
ち

は 11.0人
にん

（中
ちゅう

央
おう

値
ち

9.0人
にん

）となっている。 
 

（６）事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の 職
しょく

員
いん

数
すう

 

職 員
しょくいん

数
すう

は、常
じょう

勤
きん

では「５人
にん

未満
み ま ん

」が 55.0％と 最
もっと

も高
たか

く、次
つ

いで「５～10人
にん

未
み

満
まん

」が 25.2％、

「10～20人
にん

未
み

満
まん

」が 8.3％となっている。平
へい

均
きん

職
しょく

員
いん

数
すう

は 6.2人
にん

となっている。 

非
ひ

常
じょう

勤
きん

では「５人
にん

未
み

満
まん

」が 33.0％と最
もっと

も高
たか

く、次
つ

いで「５～10人
にん

未
み

満
まん

」「10～20人
にん

未
み

満
まん

」が

ともに 22.0％となっている。平均
へいきん

職
しょく

員
いん

数
すう

は 10.3人
にん

となっている。 
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Ⅲ 調査結果の詳細（事業所調査） 

１ 事業所の基本情報 

（１）運営主体 

事業所の運営主体は、「企業（株式会社・有限会社等）」が 40.4％と最も多く、次いで「社会福

祉法人」が 27.1％、「特定非営利活動法人（NPO 法人）」が 22.9％となっている。 

（２）事業所の所在地 

事業所の所在地は、「練馬圏域」が 24.3％、「光が丘圏域」が 22.0％、「石神井圏域」が

28.4％、「大泉圏域」が 22.5％となっている。 

（３）事業所の開始年度 

事業所の開始年度は、「平成」が 60.6％と最も多く、次いで「令和」が 27.5％、「昭和」が

4.6％となっている。 

（４）提供しているサービス（複数回答） 

提供しているサービスは、「居宅介護」が 29.4％と最も多く、次いで「重度訪問介護」が

24.3％、「移動支援事業」が 16.1%となっている。 

（５）事業所の定員（定員のあるサービスのみ） 

事業所の定員について、回答事業者数が最も多い「就労継続支援（B型）」の平均値は 27.0 人

（中央値 20.0 人）となっている。次いで回答事業者数が多い「放課後等デイサービス」の平均値

は 9.6 人（中央値 10.0 人）、「共同生活援助（グループホーム）」の平均値は 11.0 人（中央値

9.0 人）となっている。 

（６）事業所の職員数 

職員数は、常勤では「５人未満」が 55.0%と最も高く、次いで「５～10人未満」が 25.2%、「10～

20 人未満」が 8.3%となっている。平均職員数は 6.2 人となっている。 

非常勤では「５人未満」が 33.0%と最も高く、次いで「５～10 人未満」「10～20 人未満」がとも

に 22.0%となっている。平均職員数は 10.3 人となっている。 
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（７）職
しょく

種
しゅ

別
べつ

の職
しょく

員
いん

数
すう

 

職
しょく

種
しゅ

別
べつ

の職
しょく

員
いん

数
すう

は、「６人
にん

以上
いじょう

」が生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

員
いん

では 21.6％、介
かい

護
ご

職
しょく

員
いん

では 20.6％と最
もっと

も多
おお

くなっている。 
 

（８）経験
けいけん

年
ねん

数
すう

別
べつ

の職員
しょくいん

数
すう

 

経験
けいけん

年
ねん

数
すう

別
べつ

の職 員
しょくいん

数
すう

は、どの経験
けいけん

年
ねん

数
すう

においても「５人
にん

未
み

満
まん

」が最
もっと

も多
おお

くなっている。「５年
ねん

以上
いじょう

10年
ねん

未
み

満
まん

」では「５～10人
にん

未
み

満
まん

」が 17.9％、「10年
ねん

以上
いじょう

」では「5～10人
にん

未
み

満
まん

」が 17.0％とな

っている。 
 

２ 運
うん

営
えい

状
じょう

況
きょう

について 

（１）事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の平
へい

均
きん

的
てき

な利
り

用
よう

率
りつ

（利
り

用
よう

定
てい

員
いん

が定
さだ

められている事
じ

業
ぎょう

所
しょ

） 

平均
へいきん

的
てき

な利用
り よ う

率
りつ

は、「80％未
み

満
まん

」が 35.9％、「80～89％」が 23.4％、「90～99％」が 19.5％、

「100％以
い

上
じょう

」が 9.4％となっている。 
 

（２）事
じ

業
ぎょう

の収
しゅう

支
し

状
じょう

況
きょう

 

令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

の事
じ

業
ぎょう

の 収
しゅう

支
し

状 況
じょうきょう

は、「黒
くろ

字
じ

だった」が 26.1％、「ほぼ 収
しゅう

支
し

が均
きん

衡
こう

した」が

25.2％、「大幅
おおはば

な赤
あか

字
じ

だった」が 13.8％、「やや赤
あか

字
じ

だった」が 11.0％となっている。 
 

（３）事
じ

業
ぎょう

を運
うん

営
えい

する上
うえ

での課
か

題
だい

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

事
じ

業
ぎょう

を運営
うんえい

する上
うえ

での課
か

題
だい

は、「スタッフの確
かく

保
ほ

」が 57.3％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「スタッフ

の人材
じんざい

育
いく

成
せい

」が 46.3％、「責
せき

任
にん

者
しゃ

など中
ちゅう

堅
けん

人材
じんざい

の確
かく

保
ほ

・育
いく

成
せい

」が 35.8％となっている。 
 

３ 人
じん

材
ざい

確
かく

保
ほ

・人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

について 

（１）職
しょく

員
いん

の過
か

不
ふ

足
そく

 

職員
しょくいん

の過
か

不
ふ

足
そく

について、“不
ふ

足
そく

している”（「大変
たいへん

不
ふ

足
そく

している」、「不
ふ

足
そく

している」、「やや不
ふ

足
そく

している」の合計
ごうけい

）と回答
かいとう

した事
じ

業
ぎょう

所
しょ

が６割
わり

を超
こ

えている。「適
てき

当
とう

である」と回答
かいとう

した事
じ

業
ぎょう

所
しょ

は

33.0％となっている。 
 

（２）不
ふ

足
そく

している職
しょく

員
いん

の職
しょく

種
しゅ

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

不
ふ

足
そく

している職員
しょくいん

の職
しょく

種
しゅ

は、「介
かい

護
ご

職員
しょくいん

（ヘルパー）」が 30.9％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「生活
せいかつ

支
し

援
えん

員
いん

」が 25.9％、「サービス管
かん

理
り

責
せき

任
にん

者
しゃ

・サービス提
てい

供
きょう

責
せき

任
にん

者
しゃ

・児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

管
かん

理
り

責
せき

任
にん

者
しゃ

」が

11.5％となっている。 
 

（３）職
しょく

員
いん

の不
ふ

足
そく

による運
うん

営
えい

の支
し

障
しょう

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

職
しょく

員
いん

の不
ふ

足
そく

による運営
うんえい

の支
し

障
しょう

としては、「利用
り よ う

者
しゃ

の受
う

け入
い

れを減
へ

らしている」が 37.4％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「サービスの量
りょう

・質
しつ

の低
てい

下
か

を招
まね

き、利用
り よ う

者
しゃ

のニーズに応
こた

えきれなくなっている」

が 36.7％、「職
しょく

員
いん

は不
ふ

足
そく

しているが、特
とく

に事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の運営
うんえい

に支
し

障
しょう

はない」が 19.4％となってい

る。 
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（７）職種別の職員数 

職種別の職員数は、「６人以上」が生活支援員では 21.6％、介護職員では 20.6％と最も多くなっ

ている。 

（８）経験年数別の職員数 

経験年数別の職員数は、どの経験年数においても「５人未満」が最も多くなっている。「５年以

上 10 年未満」では「５～10 人未満」が 17.9％、「10 年以上」では「5～10 人未満」が 17.0％と

なっている。 

２ 運営状況について 

（１）事業所の平均的な利用率（利用定員が定められている事業所） 

平均的な利用率は、「80％未満」が 35.9％、「80～89％」が 23.4％、「90～99％」が 19.5％、

「100％以上」が 9.4％となっている。 

（２）事業の収支状況 

令和６年度の事業の収支状況は、「黒字だった」が 26.1％、「ほぼ収支が均衡した」が 25.2％、

「大幅な赤字だった」が 13.8％、「やや赤字だった」が 11.0％となっている。 

（３）事業を運営する上での課題（複数回答） 

「スタッフの確保」が 57.3％と最も多く、次いで「スタッフの人材育成」が 46.3％、「責任者な

ど中堅人材の確保・育成」が 35.8％となっている。 

３ 人材確保・人材育成について 

（１）職員の過不足 

職員の過不足について、“不足している”（「大変不足している」、「不足している」、「やや

不足している」の合計）と回答した事業所が６割を超えている。「適当である」と回答した事業

所は 33.0％となっている。 

（２）不足している職員の職種（複数回答） 

不足している職員の職種は、「介護職員（ヘルパー）」が 30.9％と最も多く、次いで「生活支援

員」が 25.9％、「サービス管理責任者・サービス提供責任者・児童発達支援管理責任者」が

11.5％となっている。 

（３）職員の不足による運営の支障（複数回答） 

職員の不足による運営の支障としては、「利用者の受け入れを減らしている」が 37.4％と最も多

く、次いで「サービスの量・質の低下を招き、利用者のニーズに応えきれなくなっている」が

36.7％、「職員は不足しているが、特に事業所の運営に支障はない」が 19.4％となっている。 
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（４）人
じん

材
ざい

確
かく

保
ほ

のための取
とり

組
くみ

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

人材
じんざい

確
かく

保
ほ

のための取組
とりくみ

は、「インターネットの求
きゅう

人
じん

サイトを利用
り よ う

した」「ハローワークを通
つう

じて

募
ぼ

集
しゅう

した」が 45.0％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「知
ち

人
じん

経
けい

由
ゆ

・人
ひと

づてで探
さが

した」が 34.9％、「求
きゅう

人
じん

誌
し

な

どに人材
じんざい

広告
こうこく

を掲載
けいさい

した」が 26.1％となっている。 
 

（５）処
しょ

遇
ぐう

改
かい

善
ぜん

加
か

算
さん

の取
しゅ

得
とく

 

処
しょ

遇
ぐう

改善
かいぜん

加
か

算
さん

は、「取得
しゅとく

した」が 78.0％、「取得
しゅとく

していない」が 14.2％、「現在
げんざい

申請
しんせい

している」

が 1.8％となっている。 
 

（６）人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

のための取
とり

組
くみ

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

人材
じんざい

育
いく

成
せい

のための取組
とりくみ

は、「事
じ

業
ぎょう

所
しょ

での研
けん

修
しゅう

実
じっ

施
し

」が 76.6％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「外
がい

部
ぶ

研
けん

修
しゅう

への参
さん

加
か

支
し

援
えん

（費
ひ

用
よう

面
めん

など）」が 54.6％、「研
けん

修
しゅう

計
けい

画
かく

の策
さく

定
てい

」が 53.2％となっている。 
 

（７）早
そう

期
き

離
り

職
しょく

防
ぼう

止
し

や定
てい

着
ちゃく

促
そく

進
しん

のための取組
とりくみ

 

早
そう

期
き

離
り

職
しょく

防
ぼう

止
し

や定
てい

着
ちゃく

促
そく

進
しん

のための取組
とりくみ

については、「労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

（時
じ

間
かん

帯
たい

・総
そう

労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

）の希
き

望
ぼう

」

が 60.6％と 最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「能
のう

力
りょく

や仕
し

事
ごと

ぶりを 評
ひょう

価
か

し、配
はい

置
ち

や処
しょ

遇
ぐう

に反
はん

映
えい

している」が

45.0％、「育
いく

児
じ

・介護
か い ご

などの休
きゅう

暇
か

制
せい

度
ど

の活
かつ

用
よう

を推
すい

奨
しょう

している」が 44.5％となっている。 
 

（８）練
ねり

馬
ま

福
ふく

祉
し

人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

・研
けん

修
しゅう

センターの利
り

用
よう

 

練馬
ね り ま

福祉
ふ く し

人材
じんざい

育
いく

成
せい

・研
けん

修
しゅう

センターについて、「一
いち

部
ぶ

効
こう

果
か

がある」が 33.0％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

い

で「効
こう

果
か

がある」が 28.4％、「センターを利用
り よ う

したことがない」が 19.3％となっている。 
 

（９）練
ねり

馬
ま

福
ふく

祉
し

人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

・研
けん

修
しゅう

センターを利
り

用
よう

したことがない理
り

由
ゆう

 

練
ねり

馬
ま

福
ふく

祉
し

人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

・研
けん

修
しゅう

センターを利用
り よ う

したことがない理
り

由
ゆう

について、「利用
り よ う

したいが時
じ

間
かん

的
てき

余
よ

裕
ゆう

がない」が 47.6％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「利用
り よ う

したいが代
だい

替
たい

職員
しょくいん

が確
かく

保
ほ

できない」が 33.3％、

「センターがあることを知
し

らなかった」が 28.6％となっている。 
 

（１０）人
じん

材
ざい

確
かく

保
ほ

・人材
じんざい

育
いく

成
せい

について、練
ねり

馬
ま

区
く

に取
と

り組
く

んでほしいこと（複
ふく

数
すう

回答
かいとう

） 

「練
ねり

馬
ま

福祉
ふ く し

人材
じんざい

育
いく

成
せい

・研
けん

修
しゅう

センターの研
けん

修
しゅう

内容
ないよう

の充
じゅう

実
じつ

（オンラインの充
じゅう

実
じつ

等
とう

）」が 60.1％

と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「人材
じんざい

確
かく

保
ほ

のための経
けい

費
ひ

補
ほ

助
じょ

（採
さい

用
よう

経
けい

費
ひ

等
とう

）」が 47.7％、「資
し

格
かく

取得
しゅとく

のため

の研
けん

修
しゅう

費
ひ

用
よう

助成
じょせい

の充
じゅう

実
じつ

」が 42.7％となっている。 
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（４）人材確保のための取組（複数回答） 

「インターネットの求人サイトを利用した」「ハローワークを通じて募集した」が 45.0％と最も

多く、次いで「知人経由・人づてで探した」が 34.9％、「求人誌などに人材広告を掲載した」が

26.1％となっている。 

（５）処遇改善加算の取得 

「取得した」が 78.0％、「取得していない」が 14.2％、「現在申請している」が 1.8％となって

いる。 

（６）人材育成のための取組（複数回答） 

「事業所での研修実施」が 76.6％と最も多く、次いで「外部研修への参加支援（費用面など）」

が 54.6％、「研修計画の策定」が 53.2％となっている。 

（７）早期離職防止や定着促進のための取組 

「労働時間（時間帯・総労働時間）の希望」が 60.6％と最も多く、次いで「能力や仕事ぶりを評

価し、配置や処遇に反映している」が 45.0％、「育児・介護などの休暇制度の活用を推奨してい

る」が 44.5％となっている。 

（８）練馬福祉人材育成・研修センターの利用 

練馬福祉人材育成・研修センターについて、「一部効果がある」が 33.0％と最も多く、次いで

「効果がある」が 28.4％、「センターを利用したことがない」が 19.3％となっている。 

（９）練馬福祉人材育成・研修センターを利用したことがない理由 

練馬福祉人材育成・研修センターを利用したことがない理由について、「利用したいが時間的余

裕がない」が 47.6％と最も多く、次いで「利用したいが代替職員が確保できない」が 33.3％、

「センターがあることを知らなかった」が 28.6％となっている。 

（10）人材確保・人材育成について、練馬区に取り組んでほしいこと（複数回答） 

「練馬福祉人材育成・研修センターの研修内容の充実（オンラインの充実等）」が 60.1％と最も

多く、次いで「人材確保のための経費補助（採用経費等）」が 47.7％、「資格取得のための研修

費用助成の充実」が 42.7％となっている。 
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４ サービスの提
てい

供
きょう

状
じょう

況
きょう

について 

（１）サービスを提
てい

供
きょう

しようとしてできなかったこと 

これまでにサービスを提
てい

供
きょう

しようとしてできなかったことについて、「ある」と回答
かいとう

した事
じ

業
ぎょう

所
しょ

は 19.7％、「ない」と回答
かいとう

した事
じ

業
ぎょう

所
しょ

は 61.9％となっている。 
 

（２）特
とく

定
てい

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の指
し

定
てい

を取
と

る予
よ

定
てい

の有
う

無
む

 

特
とく

定
てい

相談
そうだん

支援
し え ん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の指
し

定
てい

について、「今後
こ ん ご

、指
し

定
てい

を取
と

る予
よ

定
てい

である」と回答
かいとう

した事
じ

業
ぎょう

所
しょ

は

5.0％、「指
し

定
てい

を取
と

る予
よ

定
てい

はない」と回答
かいとう

した事
じ

業
ぎょう

所
しょ

は 63.8％となっている。 
 
（３）特

とく

定
てい

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の指
し

定
てい

を取
と

る予
よ

定
てい

がない理
り

由
ゆう

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

特
とく

定
てい

相談
そうだん

支援
し え ん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の指
し

定
てい

を取
と

る予
よ

定
てい

がない理
り

由
ゆう

は、「職員
しょくいん

体制
たいせい

が整
ととの

わない」が 57.6％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「相
そう

談
だん

支
し

援
えん

専
せん

門
もん

員
いん

がいない」が 39.6％、「収
しゅう

益
えき

性
せい

の確
かく

保
ほ

ができない」が 36.0％と

なっている。 
 

（４）福
ふく

祉
し

サービス・介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

サービス以
い

外
がい

に行
おこな

っている、または今
こん

後
ご

実
じっ

施
し

したいサービ

ス（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

福祉
ふ く し

サービス・介護
か い ご

保
ほ

険
けん

サービス以
い

外
がい

に行
おこな

っている、または今後
こ ん ご

実
じっ

施
し

したいサービスについて

は、「居
い

場
ば

所
しょ

の提
てい

供
きょう

」が 21.6％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「講
こう

座
ざ

等
とう

の区
く

民
みん

への障害
しょうがい

理解
り か い

啓発
けいはつ

活動
かつどう

」が

18.8％、「社
しゃ

会
かい

教
きょう

育
いく

の機
き

会
かい

の提
てい

供
きょう

」が 15.1％となっている。なお、「行
おこな

っていない」が 35.8％

となっている。 
 

（５）提
てい

供
きょう

している介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

サービスの種
しゅ

類
るい

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

提
てい

供
きょう

している介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

サービスの種類
しゅるい

は、「訪問
ほうもん

サービス」が 26.6％と 最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで

「訪問
ほうもん

・通
つう

所
しょ

型
がた

サービス」が 5.0％、「通
つう

所
しょ

サービス」が 2.3％となっている。 
 

（６）共
きょう

生
せい

型
がた

サービスの指
し

定
てい

を取
と

る予
よ

定
てい

の有
う

無
む

 

共
きょう

生
せい

型
がた

サービスの指
し

定
てい

について、「既
すで

に指
し

定
てい

を受
う

けている」が 5.0％、「指
し

定
てい

を受
う

ける予
よ

定
てい

はな

い」が 72.7％となっている。 
 

（７）指
し

定
てい

を取
と

る予
よ

定
てい

のある（既
すで

に指
し

定
てい

を受
う

けている）共
きょう

生
せい

型
がた

サービスの種
しゅ

類
るい

（複
ふく

数
すう

回答
かいとう

） 

共
きょう

生
せい

型
がた

サービスの種類
しゅるい

について、「ホームヘルプ（訪問
ほうもん

介護
か い ご

）」が 50.0％、「ショートステイ

（短期
た ん き

入所
にゅうしょ

生活
せいかつ

介護
か い ご

）」が 12.5％となっている。 
 

（８）新
あら

たに参
さん

入
にゅう

を検
けん

討
とう

しているサービス（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

今後
こ ん ご

、新
あら

たに参
さん

入
にゅう

を検討
けんとう

しているサービスは、「就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（Ｂ型
がた

）」が 4.6％と最
もっと

も多
おお

く、

次
つ

いで「共
きょう

同
どう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（グループホーム）」「児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

」が 3.2％となっている。なお、「新
あら

たに参
さん

入
にゅう

を検討
けんとう

しているサービス等
とう

はない」と回答
かいとう

した事
じ

業
ぎょう

所
しょ

が 54.6％となっている。 

  

27 

 

27 ページ 

４ サービスの提供状況について 

（１）サービスを提供しようとしてできなかったこと 

これまでにサービスを提供しようとしてできなかったことについて、「ある」と回答した事業所

は 19.7％、「ない」と回答した事業所は 61.9％となっている。 

（２）特定相談支援事業所の指定を取る予定の有無 

「今後、指定を取る予定である」と回答した事業所は 5.0％、「指定を取る予定はない」と回答し

た事業所は 63.8％となっている。 

（３）特定相談支援事業所の指定を取る予定がない理由（複数回答） 

「職員体制が整わない」が 57.6％と最も多く、次いで「相談支援専門員がいない」が 39.6％、

「収益性の確保ができない」が 36.0％となっている。 

（４）福祉サービス・介護保険サービス以外におこなっている、または今後実施したいサービス

（複数回答） 

「居場所の提供」が 21.6％と最も多く、次いで「講座等の区民への障害理解啓発活動」が

18.8％、「社会教育の機会の提供」が 15.1％となっている。 

（５）提供している介護保険サービスの種類（複数回答） 

提供している介護保険サービスの種類は、「訪問サービス」が 26.6％と最も多く、次いで「訪

問・通所型サービス」が 5.0％、「通所サービス」が 2.3％となっている。 

（６）共生型サービスの指定を取る予定の有無 

共生型サービスの指定について、「既に指定を受けている」が 5.0％、「指定を受ける予定はな

い」が 72.7％となっている。 

（７）指定を取る予定のある（既に指定を受けている）共生型サービスの種類（複数回答） 

「ホームヘルプ（訪問介護）」が 50.0％、「ショートステイ（短期入所生活介護）」が 12.5％と

なっている。 

（８）新たに参入を検討しているサービス（複数回答） 

今後、新たに参入を検討しているサービスは、「就労継続支援（Ｂ型）」が 4.6％と最も多く、つ

いで「共同生活援助（グループホーム）」「児童発達支援」が 3.2％となっている。 
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５ サービス向
こう

上
じょう

のための取
とり

組
くみ

について 

（１）サービス向
こう

上
じょう

のための取
とり

組
くみ

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

サービス向
こう

上
じょう

のために行
おこな

っている取組
とりくみ

は、「事
じ

故
こ

防
ぼう

止
し

のためにヒヤリ・ハット事
じ

例
れい

の収
しゅう

集
しゅう

・

共
きょう

有
ゆう

を図
はか

っている」が 73.4％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「各
かく

種
しゅ

研
けん

修
しゅう

会
かい

、学習
がくしゅう

会
かい

・セミナーの実
じっ

施
し

や

参
さん

加
か

」が 58.7％、「管
かん

理
り

者
しゃ

が 直
ちょく

接
せつ

サービス提
てい

供
きょう

の状 況
じょうきょう

を確
かく

認
にん

し指
し

導
どう

している」が 57.3％とな

っている。 
 

（２）利
り

用
よう

者
しゃ

やご家
か

族
ぞく

からの苦
く

情
じょう

や要
よう

望
ぼう

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

利用
り よ う

者
しゃ

やご家族
か ぞ く

からの苦
く

情
じょう

や要望
ようぼう

は、「特
とく

に苦
く

情
じょう

や要望
ようぼう

を受
う

けることはない」が 42.7％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「利用
り よ う

できる回
かい

数
すう

や日
にっ

数
すう

が少
すく

ない」が 14.2％、「利用
り よ う

日
び

などが希
き

望
ぼう

通
どお

りにならな

い」が 12.8％となっている。 
 

（３）高
こう

齢
れい

化
か

・重
じゅう

度
ど

化
か

に伴
ともな

う利
り

用
よう

者
しゃ

ニーズ（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

利用
り よ う

者
しゃ

の高
こう

齢
れい

化
か

・重
じゅう

度
ど

化
か

に伴
ともな

い高
たか

まってきているニーズは、「障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスから介護
か い ご

保
ほ

険
けん

サービスへのよりスムーズな移行
い こ う

」が 65.5％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「医
い

療
りょう

機関
き か ん

・関係
かんけい

機関
き か ん

との

連
れん

携
けい

強
きょう

化
か

」「緊
きん

急
きゅう

時
じ

対応
たいおう

の強
きょう

化
か

」が 58.3％、「利用
り よ う

者
しゃ

がより安
あん

全
ぜん

・快
かい

適
てき

に利用
り よ う

できるよう、施
し

設
せつ

・設
せつ

備
び

の改善
かいぜん

」が 56.0％となっている。 
 

（４）問
もん

題
だい

が生
しょう

じた場
ば

合
あい

の相
そう

談
だん

先
さき

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

問題
もんだい

が生
しょう

じた場合
ば あ い

の相談
そうだん

先
さき

については、「練
ねり

馬
ま

区
く

」が 74.8％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「法
ほう

人
じん

本
ほん

部
ぶ

」

が 41.3％、「相談
そうだん

支援
し え ん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

」が 40.4％となっている。 
 

（５）問
もん

題
だい

が生
しょう

じた場
ば

合
あい

の相
そう

談
だん

内
ない

容
よう

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

問題
もんだい

が生
しょう

じた場合
ば あ い

の相談
そうだん

内容
ないよう

については、「困難
こんなん

な事
じ

例
れい

への対応
たいおう

に関
かん

すること」が 59.9％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の運営
うんえい

の支援
し え ん

に関
かん

すること」が 51.3％となっている。 

サービス分類
ぶんるい

別
べつ

にみると、障害
しょうがい

児
じ

通
つう

所
しょ

支援
し え ん

サービスを除
のぞ

いたいずれのサービスにおいても「困
こん

難
なん

な事
じ

例
れい

への対応
たいおう

に関
かん

すること」が最
もっと

も多
おお

くなっている。 
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28 ページ 

５ サービス向上のための取組について 
（１）サービス向上のための取組（複数回答） 

サービス向上のためにおこなっている取組は、「事故防止のためにヒヤリ・ハット事例の収集・

共有を図っている」が 73.4％と最も多く、次いで「各種研修会、学習会・セミナーの実施や参

加」が 58.7％、「管理者が直接サービス提供の状況を確認し指導している」が 57.3％となってい

る。 

 

（２）利用者やご家族からの苦情や要望（複数回答） 

利用者やご家族からの苦情や要望は、「特に苦情や要望を受けることはない」が 42.7％と最も多

く、次いで「利用できる回数や日数が少ない」が 14.2％、「利用日などが希望通りにならない」

が 12.8％となっている。 

 

（３）高齢化・重度化に伴う利用者ニーズ（複数回答） 

利用者の高齢化・重度化に伴い高まってきているニーズは、「障害福祉サービスから介護保険サ

ービスへのよりスムーズな移行」が 65.5％と最も多く、次いで「医療機関・関係機関との連携強

化」「緊急時対応の強化」が 58.3％、「利用者がより安全・快適に利用できるよう、施設・設備

の改善」が 56.0％となっている。 

 

（４）問題が生じた場合の相談先（複数回答） 

問題が生じた場合の相談先については、「練馬区」が 74.8％と最も多く、次いで「法人本部」が

41.3％、「相談支援事業所」が 40.4％となっている。 

 

（５）問題が生じた場合の相談内容（複数回答） 

問題が生じた場合の相談内容については、「困難な事例への対応に関すること」が 59.9％と最も

多く、次いで「事業所の運営の支援に関すること」が 51.3％となっている。 

サービス分類別にみると、障害児通所支援サービスを除いたいずれのサービスにおいても「困難

な事例への対応に関すること」が最も多くなっている。 
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６ その他
た

 

（１）コンプライアンスの取
とり

組
くみ

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

コンプライアンスの取組
とりくみ

については、「職員
しょくいん

に対
たい

して、コンプライアンス教
きょう

育
いく

を行
おこな

っている」

が 56.9％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「定
てい

期
き

的
てき

に職員
しょくいん

のコンプライアンスのセルフチェックを行
おこな

って

いる」が 22.5％、「法
ほう

人
じん

・事
じ

業
ぎょう

所
しょ

内
ない

に、内部
な い ぶ

通
つう

報
ほう

制
せい

度
ど

を作
つく

っている」が 18.8％となっている。ま

た、「特
とく

に取
と

り組
く

んでいることはない」が 19.7％となっている。 
 

（２）カスタマーハラスメントの取組
とりくみ

 

カスタマーハラスメントの取組
とりくみ

については、「従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

がカスタマーハラスメントについて相
そう

談
だん

できる窓
まど

口
ぐち

を設
せっ

置
ち

している」が 35.8％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「カスタマーハラスメント対
たい

策
さく

の

基
き

本
ほん

方
ほう

針
しん

を定
さだ

めている」が 29.4％、「 従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

に対
たい

して、カスタマーハラスメントに関
かん

する研
けん

修
しゅう

を行
おこな

っている」が 23.4％となっている。「特
とく

に取
と

り組
く

んでいることはない」は 27.1％となって

いる。」 
 

（３） I
あい

C
しー

T
てぃー

機
き

器
き

の活
かつ

用
よう

 

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

での I
あい

C
しー

T
てぃー

機
き

器
き

の活
かつ

用
よう

について、「パソコンで利用
り よ う

者
しゃ

情
じょう

報
ほう

（個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

計
けい

画
かく

等
とう

）を共
きょう

有
ゆう

している」が 56.0％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「記
き

録
ろく

から障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービス請
せい

求
きゅう

までを一
いち

元
げん

化
か

した

システムを利用
り よ う

している」が 34.4％、「給
きゅう

与
よ

計算
けいさん

、シフト管理
か ん り

、勤
きん

怠
たい

管理
か ん り

を一
いち

元
げん

化
か

したシステム

を利用
り よ う

している」が 29.4％となっている。 
 

（４）意
い

思
し

決
けっ

定
てい

支
し

援
えん

 

意
い

思
し

決
けっ

定
てい

支
し

援
えん

の取組
とりくみ

状 況
じょうきょう

について、「意
い

思
し

決
けっ

定
てい

支
し

援
えん

に関
かん

する研
けん

修
しゅう

を受
じゅ

講
こう

している」が 39.9％

と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで、「意
い

思
し

決
けっ

定
てい

支
し

援
えん

ガイドラインを用
もち

いて事
じ

業
ぎょう

所
しょ

内
ない

で勉
べん

強
きょう

会
かい

を行
おこな

っている」

が 19.3％、「意
い

思
し

決
けっ

定
てい

支
し

援
えん

に関
かん

して確
かく

認
にん

手
て

順
じゅん

やマニュアル等
とう

を定
さだ

めている」が 8.7％となってい

る。「いずれも行
おこな

っていない」は 31.2％となっている。 
 

（５）障
しょう

害
がい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

防
ぼう

止
し

についての取
とり

組
くみ

状
じょう

況
きょう

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

防
ぼう

止
し

についての取組
とりくみ

状 況
じょうきょう

は、「従
じゅう

業
ぎょう

者
しゃ

への研
けん

修
しゅう

実
じっ

施
し

」が 93.1％と最
もっと

も多
おお

く、

次
つ

いで「虐
ぎゃく

待
たい

防
ぼう

止
し

委
い

員会
いんかい

の設
せっ

置
ち

および委
い

員会
いんかい

の検
けん

討
とう

結
けっ

果
か

の従
じゅう

業
ぎょう

者
しゃ

への周
しゅう

知
ち

」「虐
ぎゃく

待
たい

防
ぼう

止
し

のた

めの責
せき

任
にん

者
しゃ

の設
せっ

置
ち

」がともに 83.0％、「その他
た

」が 2.8％となっている。 
 

（６）災
さい

害
がい

時
じ

の対
たい

策
さく

（複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

） 

大
だい

規
き

模
ぼ

災
さい

害
がい

時
じ

を想
そう

定
てい

した利
り

用
よう

者
しゃ

の安
あん

否
ぴ

確
かく

認
にん

等
とう

の取組
とりくみ

は、「定
てい

期
き

的
てき

に防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

を実施
じっし

している」が

67.9％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「ふだんから被
ひ

災
さい

情
じょう

報
ほう

収
しゅう

集
しゅう

および職
しょく

員
いん

への連
れん

絡
らく

体制
たいせい

を確認
かくにん

してい

る」が 57.8％、「ふだんから利用
り よ う

者
しゃ

・職員
しょくいん

ともに避
ひ

難
なん

経
けい

路
ろ

・避
ひ

難
なん

所
じょ

を確
かく

認
にん

している」が 56.4％と

なっている。 
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29 ぺ―ジ 

６ その他 

（１）コンプライアンスの取組（複数回答） 

コンプライアンスの取組については、「職員に対して、コンプライアンス教育を行っている」が

56.9％と最も多くなっている。 

（２）カスタマーハラスメントの取組 

カスタマーハラスメントの取組については、「従業員がカスタマーハラスメントについて相談で

きる窓口を設置している」が 35.8％と最も多くなっている。「特に取り組んでいることはない」

は 27.1％となっている。」 

（３）ＩＣＴ機器の活用 

事業所でのＩＣＴ機器の活用について、「パソコンで利用者情報（個別支援計画等）を共有して

いる」が 56.0％と最も多くなっている。 

（４）意思決定支援 

意思決定支援の取組状況について、「意思決定支援に関する研修を受講している」が 39.9％と最

も多くなっている。 

（５）障害者虐待防止についての取組状況 

障害者虐待防止についての取組状況は、「従業者への研修実施」が 93.1％と最も多く、次いで

「虐待防止委員会の設置および委員会の検討結果の従業者への周知」「虐待防止のための責任者

の設置」がともに 83.0％、「その他」が 2.8％となっている。 

（６）災害時の対策（複数回答） 

大規模災害時を想定した利用者の安否確認等の取組は、「定期的に防災訓練を実施している」が

67.9％と最も多く、次いで「ふだんから被災情報収集および職員への連絡体制を確認している」

が 57.8％、「ふだんから利用者・職員ともに避難経路・避難所を確認している」が 56.4％となっ

ている。 
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